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一　

極
左
ゲ
リ
ラ
の
出
現

国
民
戦
線
協
定
に
よ
る
政
治
は
、
第
一
に
政
治
的
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
を
基
本
的
に
解
決
し
、
第
二
に
国
民

の
自
由
を
持
続
的
に
維
持
し
、
第
三
に
健
全
か
つ
安
定
的
な
経
済
成
長
（
平
均
年
率
五
％
）
を
実
現
し
た
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
成
果
を
相
殺
す
る
よ
う
に
一
九
六
〇
年
代
に
極
左
非
合
法
武
装
勢
力
（
ゲ
リ
ラ
）

の
出
現
と
い
う
新
た
な
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
の
原
因
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
多
く
の
極
左
ゲ
リ
ラ
組
織
が
出

現
し
た
が
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
お
よ
び
Ｅ
Ｐ
Ｌ
に
つ
い
て
そ
の
出

現
の
経
緯
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
ゲ
リ
ラ
（guerilla
）
と
い
う
術
語
は
、
語
源
と
し
て
は
、
一
八
〇
七
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ス
ペ

イ
ン
に
侵
攻
し
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
を
退
位
さ
せ
、
自
分
の
兄
を
ホ
セ
一
世
と
し
て
即

位
さ
せ
て
以
降
、ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
対
し
て
蜂
起
し
た
ス
ペ
イ
ン
独
立
戦
争
（
一
八
〇
八
年
〜
一
八
一
四
年
）

に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
民
衆
が
採
用
し
た
作
戦
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
正
規
軍
に
対
し
て
小
規
模
の
民
衆
軍

が
採
っ
た
遊
撃
的
な
小
規
模
の
戦
争
（guerra
の
縮
小
辞
）
を
意
味
し
た
が
、次
第
に
そ
の
範
囲
が
広
が
り
、
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正
規
軍
に
対
す
る
非
正
規
軍
を
も
含
む
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
い
て
は
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
の
伝
統
的
二
大
政
党
の
政
権

獲
得
競
争
の
な
か
で
、
政
治
的
な
反
政
府
勢
力
が
、
地
方
に
お
い
て
武
力
行
動
を
起
こ
す
集
団
を
形
成
し

て
ゲ
リ
ラ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
原
因
が
農
地
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、

新
し
く
出
現
し
た
武
装
組
織
を
ゲ
リ
ラ
と
呼
ぶ
こ
と
は
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（F

uerzas A
rm

adas R
evolucionarias de C

olom
bia

：
コ
ロ
ン
ビ
ア
革
命
軍
）
は
、
一
九
六
六

年
九
月
に
正
式
に
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
一
九
三
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
共
産
党
に
遡
る
。

ラ
・
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
が
農
村
の
各
地
に
蔓
延
す
る
に
つ
れ
て
、
農
地
を
め
ぐ
る
争
い
は
ま
す
ま
す
重
要

性
を
増
し
、
こ
の
頃
最
初
の
共
産
党
の
ゲ
リ
ラ
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
た
。
共
産
党
は
、
当
初
合
法
的
な

政
治
の
改
革
を
唱
え
て
、
労
働
組
合
活
動
の
支
援
や
農
村
部
に
お
け
る
大
土
地
所
有
者
の
農
地
の
買
い
占

め
圧
力
か
ら
零
細
農
民
を
保
護
す
る
活
動
に
注
力
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
一
九
四
八
年
ま
で
は
相
当
穏
健

な
路
線
を
と
り
、
多
く
の
点
で
自
由
党
の
一
分
派
と
見
ら
れ
て
お
り
、
選
挙
に
お
い
て
も
自
由
党
員
の
票

が
流
れ
て
い
た（
注
）。
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（
注
）
前
出
の
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
の
『
生
き
て
、
語
り
伝
え
る
』
の
な
か
に
、
ガ
イ
タ
ン
に
つ
い
て
、「
祖

母
は
彼
を
尊
敬
し
て
い
た
が
、
同
時
に
、
共
産
主
義
者
と
共
同
歩
調
を
と
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は

不
安
に
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。」と
い
う
記
述
が
あ
る（
二
九
三
頁
）。
共
産
党
自
身
は
、ガ
イ
タ
ン
を
フ
ァ

シ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
て
、
長
い
間
反
ガ
イ
タ
ン
の
姿
勢
を
維
持
し
た
。

共
産
党
は
、
古
典
的
革
命
理
論
に
基
づ
き
、
農
民
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
根
を
張
る
方
針
を
採
用
し
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
農
村
に
入
り
、
零
細
農
民
を
保
護
す
る
活
動
を
開
始
し
た
。
と
く
に
、
国
家
に

よ
る
農
地
の
所
有
法
制
が
確
立
し
て
い
な
い
な
か
で
、
所
有
権
保
護
の
た
め
の
登
記
手
続
き
な
ど
の
体
制

の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
農
地
を
め
ぐ
る
争
い
が
頻
発
し
た
た
め
、
共
産
党
の
下
部
組
織

が
介
入
す
る
余
地
が
あ
っ
た
。
ク
ン
デ
ィ
ナ
マ
ル
カ
県
の
南
部
、
ト
リ
マ
県
の
南
部
、
ウ
ィ
ラ
県
の
北
部

な
ど
で
、
共
産
党
ま
た
は
共
産
党
シ
ン
パ
の
農
民
指
導
者
に
よ
る
農
民
運
動
が
生
じ
た
が
、
初
期
の
運
動

は
革
命
運
動
で
は
な
く
、
入
植
農
民
の
権
利
を
承
認
さ
せ
、
農
地
の
大
土
地
所
有
者
へ
の
集
中
を
防
止
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
保
守
党
お
よ
び
自
由
党
と
も
に
全
国
各
地
の
農
村
部
に
お
い

て
、
経
済
的
な
利
益
の
自
己
防
衛
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
、
ア
ン
デ
ス
山
系
東
部

の
ジ
ャ
ノ
ス
平
原
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
自
由
党
系
の
ゲ
リ
ラ
は
、
何
度
も
直
接
政
府
軍
と
戦
い
、
そ

の
地
域
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
そ
の
争
い
の
契
機
は
、
一
九
五
二
年
に
公
布
さ
れ
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た
ジ
ャ
ノ
ス
平
原
の
土
地
所
有
権
に
関
し
て
規
定
し
た｢

ジ
ャ
ノ
ス
法｣

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

一
九
五
二
年
に
開
催
さ
れ
た
共
産
党
大
会
で
は
、｢

ゲ
リ
ラ
の
戦
い
の
広
が
り
と
成
果
は
、
い
く
つ
か

の
冒
険
的
要
素
に
よ
り
誇
張
さ
れ
て
お
り
、（
中
略
）
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
い
ま
だ
革
命
的
状
況
か
ら
ほ
ど
遠

い｣
と
総
括
し
、
い
ま
だ
武
力
闘
争
を
開
始
す
る
時
期
で
は
な
い
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
自

由
党
に
属
す
る
ゲ
リ
ラ
組
織
は
、
自
ら
を
共
産
党
と
同
じ
く｢

革
命
家｣

と
称
し
、
武
力
に
よ
る
保
守
党

の
ラ
ウ
レ
ア
ノ
・
ゴ
メ
ス
政
権
の
打
倒
を
主
張
し
た
が
、
共
産
党
に
属
す
る
農
民
組
織
ゲ
リ
ラ
は
そ
れ
に

与
せ
ず
、
自
由
党
ゲ
リ
ラ
と
共
産
党
ゲ
リ
ラ
の
対
立
は
次
第
に
激
化
し
た
。
共
産
党
の
武
装
闘
争
は
時

期
尚
早
と
す
る
路
線
は
、
一
九
五
三
年
の
ロ
ハ
ス
・
ピ
ニ
ー
ジ
ャ
軍
事
政
権
に
よ
る
武
装
解
除
の
呼
び

か
け
に
、
武
器
は
隠
し
つ
つ
応
じ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
五
五
年
に
ロ
ハ
ス
・
ピ

ニ
ー
ジ
ャ
大
統
領
が
共
産
党
を
非
合
法
化
し
、
共
産
党
の
勢
力
範
囲
に
あ
る
農
村
組
織
―
こ
れ
を
自
衛
団

（autodefensa

）
と
称
し
た
―
と
農
民
の
自
衛
団
へ
の
動
員
を
壊
滅
さ
せ
る
戦
い
を
ト
リ
マ
県
南
部
と
ク

ン
デ
ィ
ナ
マ
ル
カ
県
南
部
で
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
武
装
闘
争
に
向
け
た
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。
軍

に
よ
る
空
爆
を
含
む
激
し
い
攻
撃
が
行
わ
れ
、
一
般
市
民
や
農
民
も
巻
き
込
ま
れ
、
共
産
党
ゲ
リ
ラ
側
の

応
戦
も
同
様
に
激
し
く
、
一
般
市
民
な
ど
は
共
産
党
側
の
地
域
に
避
難
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
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一
九
五
八
年
に
実
施
さ
れ
た
国
民
戦
線
協
定
に
対
す
る
国
民
投
票
に
関
し
て
は
、
共
産
党
は
こ
れ
を
容

認
す
る
が
投
票
は
棄
権
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
国
民
戦
線
協
定
政
権
の
も
と
で
、
共
産
党
は
合
法

化
さ
れ
た
が
、
こ
の
協
定
に
よ
り
二
大
政
党
に
属
さ
な
い
共
産
党
は
、
共
産
党
と
し
て
選
挙
に
立
候
補
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
六
一
年
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
後
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
共
産
党
大
会
に
お
い
て
、｢

我
が
党
の
革
命

の
手
段
は
、
す
べ
て
の
闘
争
の
形
態
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る｣

と
正
式
に
決
定
し
、

キ
ュ
ー
バ
革
命
後
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
は
じ
め
て
武
力
ゲ
リ
ラ
行
動
を
革
命
手
段
と
し
て
認
め

た
。
そ
し
て
、
農
村
に
お
け
る
自
衛
団
組
織
を
よ
り
高
度
に
武
装
化
し
て
い
く
。
ラ
・
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
時

代
以
降
、
ト
リ
マ
県
お
よ
び
ウ
イ
ラ
県
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て
き
た
自
衛
団
組
織
の
中
心
の
ひ
と
つ
が
マ

ル
ケ
タ
リ
ア
自
衛
団
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
約
二
〇
〇
人
の
共
産
党
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
組
織
が
整

備
さ
れ
、
一
種
の
〝
独
立
共
和
国
〞
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

一
九
六
四
年
、
保
守
党
の
国
民
戦
線
政
権
の
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
レ
オ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
大
統
領
は
、
カ
ス

ト
ロ
の
影
響
が
強
ま
る
こ
と
を
恐
れ
る
議
会
の
圧
力
の
も
と
で
、
マ
ル
ケ
タ
リ
ア
に
大
規
模
な
兵
員
と
空

か
ら
の
爆
撃
を
と
も
な
う
軍
事
攻
撃
を
加
え
た
。
こ
の
よ
う
な
共
産
党
ゲ
リ
ラ
地
域
に
対
す
る
攻
撃
は
、

そ
の
後
全
国
の
〝
独
立
共
和
国
〞
的
地
域
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
前
身
で
あ
る
ゲ
リ
ラ
組
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織
に
と
っ
て
、
そ
の
攻
撃
に
対
す
る
抵
抗
の
実
績
は
新
た
な
武
力
に
よ
る
戦
い
の
開
始
を
意
味
し
た
。
大

多
数
の
ゲ
リ
ラ
兵
士
と
そ
の
家
族
は
、
独
立
共
和
国
的
な
入
植
中
の
地
域
か
ら
逃
れ
、
そ
の
勢
力
を
温

存
し
た
ま
ま
各
グ
ル
ー
プ
を
糾
合
し
て
ア
ン
デ
ス
の
東
部
山
系
の
東
側
に
広
が
る
カ
ケ
タ
県
で
〝
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
〞
を
形
成
し
た
。
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
そ
の
政
策
綱
領
と
し
て
「
農
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
定
め
、
実

際
に
耕
作
に
従
事
す
る
農
民
へ
の
農
地
の
無
償
で
の
再
分
配
と
営
農
資
金
の
融
資
制
度
の
創
設
を
う
た
っ

た
。マ

ル
ケ
タ
リ
ア
攻
撃
時
の
自
衛
団
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
通
称
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ル
ラ
ン
ダ
・
ベ
レ
ス

（M
anuel M

arulanda V
élez

）
も
し
く
は
〝
テ
ィ
ロ
・
フ
ィ
ホ
〞（
公
共
事
業
省
勤
務
経
験
が
あ
り
、
爆
破
の

専
門
家
で
あ
っ
た
た
め
、｢
定
め
た
標
的
を
確
実
に
射
撃
す
る｣

と
い
う
意
味
の
渾あ
だ
な名
）
と
ハ
コ
ボ
・
ア
レ
ー

ナ
ス
（Jacobo A

renas

）
の
二
人
で
あ
っ
た
。
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ル
ラ
ン
ダ
は
、
共
産
ゲ
リ
ラ
に
加
入
す

る
前
に
自
由
党
の
ゲ
リ
ラ
と
し
て
武
力
闘
争
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
九
五
三
年
に
共
産
党
に
入
党
し
、

一
九
六
六
年
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
結
成
以
降
最
高
幹
部
と
し
て
二
〇
〇
八
年
三
月
に
病
死
す
る
ま
で
四
二
年
間
君

臨
し
た
。
後
に
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ル
ラ
ン
ダ
は
、
武
力
に
よ
る
政
権
の
奪
取
は
、
最
初
か
ら
〝
長
期
戦
〞
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。

共
産
党
は
、
一
九
六
六
年
一
月
に
キ
ュ
ー
バ
で
開
催
さ
れ
た
三
大
陸
会
議
（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
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テ
ン
ア
メ
リ
カ
の｢

米
帝
国
主
義｣

に
対
抗
す
る
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
国
々
が
参
加
し
た
会
議
で
、
チ
ェ
・

ゲ
バ
ラ
の｢

二
つ
、三
つ
、も
っ
と
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
を
作
れ｣

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
有
名
）
を
契
機
と
し
て
、

一
九
六
六
年
に
正
式
に
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
結
成
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
若
い
世
代
は
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
革

命
の
す
べ
て
の
条
件
が
整
う
ま
で
待
つ
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
影
響
を
強
く
受
け
た
。

ま
た
、
一
九
六
四
年
お
よ
び
一
九
六
五
年
に
Ｅ
Ｌ
Ｎ
と
Ｅ
Ｐ
Ｌ
の
二
つ
の
極
左
ゲ
リ
ラ
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ

結
成
さ
れ
て
い
た
た
こ
と
か
ら
、
一
九
六
六
年
に
自
衛
団
組
織
か
ら
本
格
的
な
武
力
闘
争
組
織
で
あ
る
Ｆ

Ａ
Ｒ
Ｃ
に
改
組
さ
れ
た
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
創
設
日
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
見
解
が
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
最
高
司
令
官
で
あ
る
マ
ヌ
エ

ル 

・
マ
ル
ラ
ン
ダ
は
、マ
ル
ケ
タ
リ
ア
作
戦
の
日（
一
九
六
四
年
五
月
二
七
日
）を
、多
く
の
本
は
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
立
し
た
第
一
回
ゲ
リ
ラ
会
議
の
一
九
六
四
年
七
月
二
〇
日
（
筆
者
注
、
七
月
二
〇
日
は
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
独
立
記
念
日
で
あ
る
）
を
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ペ
コ
ー
は
第
二
回
ゲ
リ
ラ
会
議
が
終
了
し
た
後
の
一
九
六
六

年
九
月
二
六
日
を
創
設
日
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ゲ
リ
ラ
組
織
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
た
日
を
創
設

日
と
す
る
ダ
ニ
エ
ル
・
ペ
コ
ー
の
説
（P

écaut, p.23

）
を
採
用
し
た
。

な
お
、
設
立
当
初
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
構
成
員
数
は
、
七
〇
〇
人
か
ら
八
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
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Ｅ
Ｌ
Ｎ

Ｅ
Ｌ
Ｎ
（E

jército de Liberación N
acional

：
国
民
解
放
軍
）
は
、
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
革

命
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
キ
ュ
ー
バ
の
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
の
革
命
運
動
の
例

に
従
っ
て
一
九
六
四
年
に
結
成
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｎ
の
指
導
者
は
、
カ
ス
ト
ロ
が
キ
ュ
ー
バ
の
シ
ェ
ラ
・
マ

エ
ス
ト
ラ
で
実
践
し
て
成
功
し
た
基
本
戦
略
で
あ
る
、
献
身
的
か
つ
訓
練
を
受
け
た
指
導
者
集
団
が
地

方
や
農
村
に
入
っ
て
農
民
の
信
頼
を
得
れ
ば
、
農
民
の
〝
小
さ
な
発
信
源
〞
が
急
速
に
革
命
を
広
め
て

大
衆
の
蜂
起
を
引
き
起
こ
し
、
体
制
を
打
ち
倒
す
と
い
う
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
の｢

発
信
源
理
論｣

を
信
じ
、

一
九
六
二
年
一
一
月
、
ハ
バ
ナ
で
ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ラ
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
民
解
放
旅
団
を
結
成

し
て
訓
練
を
受
け
た
後
、
ア
ン
デ
ス
の
東
部
山
系
の
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
県
に
お
い
て
一
九
六
四
年
七
月
四

日
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
を
結
成
し
た
。

Ｅ
Ｌ
Ｎ
を
有
名
に
し
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
司
祭
で
あ
る
カ
ミ
ロ
・
ト
ー
レ
ス
（C

am
ilo Torres

）

が
一
九
六
五
年
末
に
こ
の
ゲ
リ
ラ
組
織
に
身
を
投
じ
三
カ
月
後
に
戦
闘
中
に
死
亡
し
た
こ
と
で
あ
る
。
カ

ミ
ロ
・
ト
ー
レ
ス
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
大
学
に
留
学
し
、
一
九
五
九
年
に
帰
国
後
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
学
で
教
鞭

を
と
り
、
同
大
学
に
社
会
学
部
を
新
設
し
て
い
る
。
留
学
中
、
パ
リ
で
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争
に
協
力

し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
グ
ル
ー
プ
と
知
り
合
い
、
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
と
、
解
放
の
た
め
に
武
器
を
取
っ
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て
戦
う
こ
と
は
両
立
す
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
た
。
彼
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
学
の
主
任
司
祭
と
し
て
教

師
や
学
生
に
権
力
を
奪
取
す
る
た
め
に
大
衆
を
組
織
化
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
訴
え
、
革
命
は
、
神
に
許

さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
義
務
で
あ
る
と
説
い
た
。

カ
ミ
ロ
・
ト
ー
レ
ス
の
思
想
と
行
動
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
伝
統
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
が
、
学
生

た
ち
に
ゲ
リ
ラ
の
兵
士
に
な
る
よ
う
説
い
た
こ
と
と
、
自
ら
も
ゲ
リ
ラ
組
織
に
入
っ
て
Ｅ
Ｌ
Ｎ
の
殉
教
者

と
な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
当
時
最
高
の
権
威
あ
る
大
学
に
お
い
て
武
力
に
よ
る
革
命
と
い
う
思
想
が
支
配

的
で
あ
り
、
ま
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
イ
ン
テ
リ
の
間
で
正
当
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

な
お
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
原
理
主
義
派
は
、
ラ
・
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
の
時
代
に
保
守
党
の
武
装
し
た
自

警
団
組
織
を
擁
護
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
カ
ミ
ロ
・
ト
ー
レ
ス
の
思
想
は
、
第
二
回
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の

改
革
の
な
か
で
解
放
の
神
学
と
し
て
定
義
さ
れ
た
も
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
新
し
い
流

れ
を
示
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｌ
Ｎ
は
、
一
九
七
二
年
の
政
府
軍
に
よ
る
大
規
模
な
掃
討
作
戦
に
よ
り
大
打
撃
を

受
け
た
が
、そ
の
後
ス
ペ
イ
ン
人
の
司
祭
で
あ
る
マ
ヌ
エ
ル 

・ 

ペ
レ
ス
の
最
高
指
揮
下
で
勢
力
を
回
復
し
、

現
在
で
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
第
二
番
目
の
ゲ
リ
ラ
組
織
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
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Ｅ
Ｐ
Ｌ

Ｅ
Ｐ
Ｌ
（E

jército P
opular de Liberación

：
人
民
解
放
軍
）
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
産
党
か
ら
分
派
し
た

グ
ル
ー
プ
で
毛
沢
東
思
想
を
信
奉
し
て
一
九
六
五
年
に
結
成
さ
れ
た
ゲ
リ
ラ
組
織
で
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
沿

岸
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
北
部
を
基
地
と
し
た
が
、
次
第
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
戦
略
的
に
方
針
を
変
更
し
、

一
九
七
〇
年
代
末
に
中
国
と
の
関
係
を
断
絶
し
た
。

一
九
八
四
年
、
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
大
統
領
の
武
装
放
棄
勧
告
に
応
じ
た
が
、
一
年
後
に
Ｅ
Ｐ
Ｌ
の
構
成
員

が
政
治
活
動
に
移
行
す
る
の
を
極
右
非
合
法
武
装
勢
力
の
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
に
攻
撃
さ
れ
、
停
戦
協
定
は

破
棄
さ
れ
た
。
し
か
し
、
再
武
装
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
一
九
九
一
年
に
再
度
停
戦
協
定
を
締
結
し
て
解

体
し
た
。

こ
れ
ま
で
一
九
六
〇
年
代
の
左
翼
ゲ
リ
ラ
の
出
現
の
経
緯
を
辿
っ
て
き
た
が
、
学
界
で
は
、
こ
れ
ら
の

極
左
ゲ
リ
ラ
の
出
現
と
ラ
・
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
と
の
関
係
の
継
続
性
が
問
題
と
な
っ
た
。
今
日
の
ゲ
リ
ラ
の

問
題
は
、
一
五
年
前
か
ら
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
の
文
化
に
原
因
が
あ
る
と
主
張
す
る
説
は
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
出

現
の
経
緯
や
過
去
の
農
民
の
農
地
争
い
と
の
関
係
な
ど
類
似
性
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
が
、
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
・
ポ
サ
ー
ダ
が
指
摘
（P

osada, p.279

）
す
る
よ
う
に
、
国
民
戦
線
協
定
に
よ
り
伝
統
的
な
二
大
政
党

間
の
争
い
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
影
響
に
よ
り
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
や
毛
沢
東
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思
想
に
基
づ
く
左
翼
革
命
が
ゲ
リ
ラ
組
織
結
成
の
目
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ラ
・
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
と

は
全
く
別
の
現
象
で
あ
る
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

二　

そ
の
他
の
ゲ
リ
ラ
組
織

一
九
七
〇
年
代
以
降
に
第
二
世
代
と
も
い
う
べ
き
ゲ
リ
ラ
組
織
が
出
現
し
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｍ
─19
、

Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ
お
よ
び
Ｃ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て
、
そ
の
出
現
の
経
緯
を
辿
っ
て
み
る
。

Ｍ
─19

Ｍ
─19
（M

ovim
iento 19 de A

bril
：
四
月
一
九
日
運
動
）
は
、
一
九
七
〇
年
の
大
統
領
選
挙
（
四
月
一
九

日
が
投
票
日
）
に
お
い
て
、
軍
事
政
権
時
代
の
大
統
領
で
あ
っ
た
グ
ス
タ
ボ
・
ロ
ハ
ス
・
ピ
ニ
ー
ジ
ャ
が

新
た
な
政
党
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｏ
（A

lianza N
acional P

opular

：
全
国
人
民
同
盟（
注
））

を
結
成
し
て
立
候
補
し
、

僅
差
で
ミ
サ
エ
ル
・
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
に
敗
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
一
九
七
三
年
に
結
成
さ
れ
た
。
そ
の

お
も
な
担
い
手
は
、
保
守
党
の
で
っ
ち
上
げ
に
よ
り
選
挙
で
勝
利
を
奪
わ
れ
た
と
主
張
す
る
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｏ
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党
員
と
武
力
革
命
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
必
要
と
す
る
変
革
は
実
現
で
き
な
い
と
考
え

る
勢
力
で
あ
っ
た
。

（
注
）
一
九
七
〇
年
の
大
統
領
選
挙
は
、
国
民
戦
線
協
定
に
基
づ
く
選
挙
で
あ
っ
た
た
め
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｏ
党
と
し

て
は
立
候
補
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ロ
ハ
ス
・
ピ
ニ
ー
ジ
ャ
は
保
守
党
の
一
分
派
と
し
て
立
候
補
し
た
。

な
お
、Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｏ
の
党
首
と
し
て
、ロ
ハ
ス
・ 

ピ
ニ
ー
ジ
ャ
は
一
九
六
二
年
の
選
挙
に
は
保
守
党
か
ら
、

一
九
六
六
年
の
選
挙
に
は
自
由
党
か
ら
立
候
補
し
て
い
る
。
国
民
戦
線
協
定
は
、
伝
統
的
二
大
政
党
の

政
権
た
ら
い
回
し
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ハ
ス
・
ピ
ニ
ー
ジ
ャ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
か
な
り
弾
力

的
に
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
実
は
、
も
っ
と
強
調
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｏ
党
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
で
専
制
政
治
家
ロ
ハ
ス
・
ピ
ニ
ー
ジ
ャ
の
影
響
を
受
け
、
貧
困
者

の
た
め
の
政
策
と
反
米
的
な
民
族
主
義
的
政
策
の
混
じ
り
合
っ
た
政
党
で
あ
っ
た
が
、
Ｍ
─19
は
、
ボ
リ
ー

バ
ル
の
奴
隷
解
放
な
ど
解
放
者
の
理
想
を
信
奉
す
る
一
派
で
、
社
会
経
済
的
に
抑
圧
さ
れ
て
い
る
大
衆
の

解
放
が
挫
折
し
た
の
は
、
米
国
の
支
援
を
受
け
て
い
る
支
配
階
級
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
せ
い
で
あ
る
と
主
張

し
た
。
し
か
し
、
生
産
手
段
の
社
会
主
義
化
ま
で
は
要
求
し
て
い
な
い
。
Ｍ
─19
の
主
張
は
曖
昧
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
行
動
様
式
は
都
市
ゲ
リ
ラ
的
で
あ
り
、
食
糧
を
奪
取
し
て
貧
民
地
区
に
バ
ラ
撒
い
て

〝
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
〞
を
気
取
っ
た
り
、
人
目
を
引
く
派
手
な
行
動
を
好
ん
だ
。
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代
表
的
な
派
手
な
行
動
の
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。（

１
）
一
九
七
四
年
一
月
一
七
日
、シ
モ
ン 

・ 

ボ
リ
ー

バ
ル
博
物
館
か
ら
、
シ
モ
ン
・
ボ
リ
ー
バ
ル

像
の
剣
を
盗
み
、
ボ
リ
ー
バ
ル
の
正
統
な
後

継
者
と
し
て
、
ボ
リ
ー
バ
ル
の
理
想
が
政
治

に
反
映
さ
れ
る
ま
で
剣
を
返
さ
な
い
と
宣
言

し
た
。

（
２
）
一
九
七
八
年
の
大
晦
日
に
、
陸
軍
の
武
器
庫

に
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
侵
入
し
、
ラ
イ

フ
ル
銃
五
〇
〇
〇
丁
を
含
む
大
量
の
武
器
弾

薬
を
奪
っ
た（
注
）。

（
注
）
政
府
軍
は
直
ち
に
こ
れ
ら
の
武
器
を
取
り
戻

し
多
数
の
ゲ
リ
ラ
を
逮
捕
し
た
。

（
３
）
一
九
八
〇
年
二
月
、
ボ
ゴ
タ
の
ド
ミ
ニ
カ
共

ボリーバル広場に面した最高裁判所。 
M-19の襲撃後に再建された。
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和
国
大
使
館
の
国
祭
日
パ
ー
テ
ィ
ー
に
侵
入
占
拠
し
、
二
カ
月
に
渡
り
米
国
大
使
を
含
む
一
四

人
の
外
国
大
使
や
そ
の
他
の
参
加
者
を
人
質
に
と
っ
て
立
て
籠
も
っ
た
。
カ
ス
ト
ロ
の
仲
介
に

よ
り
、
一
〇
〇
万
ド
ル
の
現
金
と
ゲ
リ
ラ
兵
士
の
ハ
バ
ナ
へ
の
出
発
の
保
障
に
よ
り
解
決
し
た
。

（
４
）
一
九
八
一
年
、
太
平
洋
岸
の
南
部
の
町
ト
ゥ
マ
コ
へ
侵
入
し
た
。
こ
の
作
戦
は
、
軍
事
的
に
失

敗
に
終
っ
た
が
、
Ｍ
─19
が
都
市
か
ら
農
村
へ
運
動
を
シ
フ
ト
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

（
５
）
一
九
八
五
年
一
一
月
六
日
、
ボ
ゴ
タ
の
ボ
リ
ー
バ
ル
広
場
に
面
し
た
最
高
裁
判
所
を
急
襲
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、ベ
タ
ン
ク
ー
ル
大
統
領
は
、戦
車
に
よ
る
最
高
裁
判
所
の
建
物
の
攻
撃
を
行
い
、

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
レ
ジ
ェ
ス
最
高
裁
長
官
を
含
む
最
高
裁
判
事
一
一
人
お
よ
び
弁
護
士
、
職
員
、

市
民
な
ど
一
〇
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
Ｍ
─19
の
奇
襲
部
隊
は
全
員
殺
さ
れ
た
が
、
こ

の
事
件
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
各
方
面
か
ら
非
難
さ
れ
、
Ｍ
─19
が
武
力
闘
争
か
ら
政
治
運
動
へ
転
換

す
る
要
因
と
な
っ
た
。

な
お
、
こ
の
襲
撃
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
─19
は
麻
薬
の
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
か
ら
一
〇
〇
万
ド

ル
で
最
高
裁
判
所
が
保
管
す
る
麻
薬
犯
罪
人
の
米
国
引
き
渡
し
に
関
す
る
書
類
の
破
棄
を
請
け

負
っ
た
も
の
と
さ
れ
る（
注
）。

（
注
）
麻
薬
犯
罪
人
の
米
国
引
き
渡
し
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
九
年
に
米
国
の
カ
ー
タ
ー
政
権
と
ト
ゥ
ル
バ
イ
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大
統
領
（
自
由
党
）
と
の
間
で
引
き
渡
し
条
約
が
締
結
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
末
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
国
内

法
が
整
備
さ
れ
た
。
米
国
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
六
〇
〇
万
ド
ル
の
援
助
を
追
加
し
て
い
る
。
次
の
ベ

タ
ン
ク
ー
ル
大
統
領
（
保
守
党
）
は
、
一
九
八
五
年
一
月
に
四
人
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
人
を
は
じ
め
て
米
国

に
引
き
渡
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
米
国
は
一
〇
〇
人
を
超
え
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
人
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
て

い
た
。な
お
メ
デ
ジ
ン 

・ 

カ
ル
テ
ル
は
、麻
薬
犯
罪
人
の
米
国
引
き
渡
し
に
積
極
的
で
あ
っ
た
ロ
ド
リ
ゴ
・

ラ
ラ
法
相
を
一
九
八
四
年
四
月
に
暗
殺
し
て
い
る
。

（
６
）
一
九
八
八
年
五
月
、
ラ
ウ
レ
ア
ノ
・
ゴ
メ
ス
元
大
統
領
の
息
子
で
上
院
議
員
の
ア
ル
バ
ロ
・
ゴ

メ
ス
を
誘
拐
し
、解
放
条
件
と
し
て
和
平
交
渉
開
始
を
ビ
ル
ヒ
リ
オ 

・ 

バ
ル
コ
大
統
領（
自
由
党
）

に
要
求
し
た
。
同
年
の
年
末
に
和
平
交
渉
に
入
り
、
一
九
八
九
年
一
一
月
、
Ｍ
─19
は
合
法
政
党

に
転
換
し
た
。

Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ

Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ
（M

ovim
iento A

rm
ado Q

uintin Lam
e

：
キ
ン
テ
ィ
ン
・
ラ
メ
武
装
運
動
）
は
、
一
九
八
五
年

三
月
、
カ
ウ
カ
県
に
お
い
て
先
住
民
の
権
利
を
増
進
し
先
住
民
地
域
の
土
地
を
守
る
た
め
の
先
住
民
ゲ

リ
ラ
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
名
称
は
、
先
住
民
の
指
導
者
マ
ヌ
エ
ル 

・ 

キ
ン
テ
ィ
ン 

・
ラ
メ
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（M
anuel Q

uintin Lam
e, 

一
八
八
三
年
〜
一
九
六
七
年
）
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
成
前
は
Ｆ
Ａ

Ｒ
Ｃ
の
前
身
で
あ
る
自
衛
団
と
同
じ
よ
う
な
組
織
で
あ
り
、
事
実
約
二
〇
年
に
わ
た
り
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
連
係

を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
先
住
民
グ
ル
ー
プ
が
よ
り
戦
闘
的
と
な
り
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
統
制
に
服
さ
な
く

な
る
に
つ
れ
て
、
両
者
の
溝
が
深
ま
り
、
一
九
八
一
年
に
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
が
カ
ウ
カ
県
に
お
い
て
パ

エ
ス
族
の
リ
ー
ダ
ー
七
人
を
殺
害
し
た
こ
と
か
ら
関
係
が
断
絶
し
た
。
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
対
抗
の
た
め
、
独

自
の
独
立
し
た
武
装
ゲ
リ
ラ
組
織
を
形
成
す
る
必
要
性
か
ら
結
成
さ
れ
、
結
成
後
一
カ
月
で
カ
ウ
カ
県
の

ポ
パ
ジ
ャ
ン
市
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
を
誘
拐
し
て
遠
隔
地
に
連
れ
去
っ
た
事
件
を
起
こ
し
、

新
し
い
武
装
ゲ
リ
ラ
組
織
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。

Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ
は
、｢

先
住
民
は
、
大
土
地
所
有
者
、
政
府
軍
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
間
の
激
し
い
砲
火
の
な

か
で
と
り
残
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
自
衛
組
織
を
設
立
し
た｣

と
説
明
し
て
い
る
。
Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ
は
小
さ
な

規
模
で
あ
っ
た
が
、
内
部
で
意
見
の
対
立
が
起
こ
り
、
分
裂
し
て
、
最
終
的
に
一
九
九
〇
年
の
憲
法
制
定

会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
方
針
転
換
し
て
武
力
闘
争
を
放
棄
し
た
。

Ｃ
Ｎ
Ｇ

Ｃ
Ｎ
Ｇ
（C

oordinadora N
acional G

uerrillera
：
全
国
ゲ
リ
ラ
調
整
グ
ル
ー
プ
）
は
、
一
九
八
五
年
六
月
、
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Ｍ
─19
の
主
導
の
も
と
に
、
各
種
武
装
ゲ
リ
ラ
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
政
府
軍
に
対
す
る
ゲ
リ
ラ

の
対
抗
力
の
強
化
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｇ
に
は
、
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
大
統
領
が
武
装
解
除
の
条
件

を
付
け
ず
に
投
降
ゲ
リ
ラ
の
免
責
を
定
め
た
法
律
を
制
定
し
て
ゲ
リ
ラ
と
協
定
を
結
ぼ
う
と
し
た
動
き
に

応
じ
た
Ｍ
─19
と
Ｅ
Ｐ
Ｌ
、お
よ
び
こ
の
協
定
に
応
じ
な
か
っ
た
Ｅ
Ｌ
Ｎ
、さ
ら
に
は
Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ
、Ｐ
Ｌ
（
自

由
祖
国
）、Ｐ
Ｒ
Ｔ
（
労
働
者
革
命
党
）
な
ど
の
小
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
が
、Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
参
加
し
な
か
っ

た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
に
参
加
し
た
各
ゲ
リ
ラ
は
攻
撃
計
画
の
調
整
を
行
い
、
概
ね
一
週
間

に
一
度
の
割
合
で
政
府
軍
を
攻
撃
し
た
が
、
武
器
な
ど
装
備
の
不
足
か
ら
、
所
期
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
八
六
年
八
月
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
県
の
北
東
部
で
司
令
官
会
議
を
開

催
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
代
表
的
な
新
聞
、
雑
誌
記
者
を
招
待
し
た
。
そ
の
会
議
で
は
〝
団
結
は
勝
利
の
一

部
で
あ
る
〞
と
い
う
政
治
的
標
語
を
掲
げ
た
も
の
の
、
そ
の
政
治
的
目
標
と
具
体
的
行
動
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
八
六
年
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
は
、
武
力
闘
争
を
再
開
し
た
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
加
入
に
よ
り
、
そ
の
名
称
を
Ｃ
Ｇ
Ｓ

Ｂ（C
oordinadora G

uerrillera Sim
on B

olivar

：
シ
モ
ン 

・ 

ボ
リ
ー
バ
ル 

・ 

ゲ
リ
ラ
調
整
グ
ル
ー
プ
）と
変
え
、

調
整
能
力
の
強
化
を
図
っ
た
が
、
一
方
で
、
Ｍ
─19
、
Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ
お
よ
び
Ｅ
Ｐ
Ｌ
の
一
部
が
政
府
と
の
和

平
交
渉
に
入
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
脱
落
し
た
。
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｂ
も
ま
た
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
、
Ｅ
Ｐ
Ｌ
の
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分
派
（
カ
ラ
バ
ー
ジ
ョ
派
）
と
の
間
で
、
断
続
的
な
戦
闘
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
機
能
し
な
く
な
り
、

一
九
九
〇
年
代
初
期
に
解
散
し
た
。

三　

パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
出
現

一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
な
ど
の
ゲ
リ
ラ
組
織
が
農
村
地
域
に
勢
力
を
伸
長
し

て
い
く
過
程
で
、
ゲ
リ
ラ
組
織
は
武
力
闘
争
の
継
続
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
、
農
村
の
大
土
地

所
有
者
な
ど
に
い
わ
ゆ
る
〝
革
命
税
〞
を
要
求
し
始
め
た
。
こ
の
要
求
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
続
き
、
い

く
つ
か
の
地
域
で
は
、
大
土
地
所
有
者
や
農
民
が
自
警
団
を
組
織
し
て
こ
れ
に
対
抗
す
る
動
き
が
見
ら
れ

た
。
当
時
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
農
村
地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
に
お
い
て
政
府
の
軍
隊
や
警
察
が
駐

在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
九
六
八
年
法
律
第
四
八
号
に
よ
り
、
政
府
が
社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た

め
の
活
動
に
地
域
の
住
民
を
動
員
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
任
務
に
要
す
る
訓
練
、
武

器
の
供
与
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
が
自
警
団
組
織
の
起
源
で
あ
り
、

政
府
の
承
認
を
受
け
、政
府
に
よ
り
訓
練
を
受
け
た
民
兵
に
よ
る
組
織
を
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー（
準
軍
事
組
織
）
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と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た（
注
）。

（
注
）
政
府
の
支
援
を
受
け
た
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
組
織
は
、
一
九
九
四
年
に
制
度
化
さ
れ
政
府
か
ら
認
知
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
そ
の
数
が
増
加
し
た
が
、
人
権
団
体
か
ら
そ
の
不
当
な
人
権
侵
害
を
糾
弾
さ
れ
た
た
め
、

一
九
九
七
年
に
解
体
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
古
典
的
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
と
は
別
に
、
一
九
八
〇
年
代
、
よ
り
強
力
で
影
響
力
の
あ
る
新

た
な
タ
イ
プ
の
非
合
法
武
装
組
織
で
あ
る
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
が
、
麻
薬
取
引
と
の
関
連
で
出
現
し
た
。
当

時
ゲ
リ
ラ
組
織
は
、
コ
カ
の
葉
の
取
引
価
格
の
一
〇
％
か
ら
一
五
％
を
い
わ
ゆ
る
〝
取
引
税
〞
と
い
う
形

で
徴
収
し
て
い
た
。
新
た
な
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
は
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
。
コ
カ
イ
ン
の

取
引
が
巨
額
の
利
益
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
麻
薬
密
売
組
織
は
、
農
地
を
買
収
し
て
自
ら
コ
カ
の
栽

培
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
一
方
土
地
所
有
者
は
ゲ
リ
ラ
の
脅
迫
や
革
命
税
要
求
か
ら
逃
れ
る
た
め
農
地

を
手
放
し
た
た
め
、
農
地
が
大
量
に
麻
薬
密
売
組
織
の
手
に
移
転
し
た（
注
）。

（
注
）
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
五
〜
六
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
（
当
時

の
農
地
面
積
の
約
一
五
％
相
当
）
が
麻
薬
密
売
組
織
に
買
収
さ
れ
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（C

randall, 

p.71

）。

こ
の
新
た
な
麻
薬
関
連
農
地
所
有
者
が
、
ゲ
リ
ラ
の
影
響
を
排
除
す
る
た
め
に
麻
薬
収
入
を
財
源
と
し
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て
武
器
を
調
達
し
、
ま
た
農
民
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
英
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
専
門
家
を
傭
っ
て
訓
練
を
施

し
た
。
こ
れ
が
、農
村
の
大
土
地
所
有
者
な
ど
と
協
調
し
な
が
ら
、農
村
の
新
た
な
非
合
法
武
装
勢
力
（
パ

ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
）
と
な
っ
て
い
っ
た
。
新
た
な
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
は
資
金
が
豊
富
で
最
新
鋭
の
武
器
を
調

達
で
き
た
た
め
、
ゲ
リ
ラ
の
革
命
税
要
求
を
拒
絶
し
、
ゲ
リ
ラ
を
打
倒
し
て
、
そ
の
地
域
か
ら
ゲ
リ
ラ
勢

力
を
排
除
す
る
戦
い
を
激
し
く
展
開
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
組
織
の
な
か
で
最
も
初
期
の
も
の
は
、
一
九
八
一
年
一
二
月
に
組
織
さ
れ

た
Ｍ
Ａ
Ｓ
（M

uerte A
 Secuestradores

：〝
誘
拐
者
に
死
を
〞）
と
称
す
る
武
装
集
団
で
あ
る
。
同
年
一
一

月
末
、Ｍ
─19
は
、身
代
金
目
的
に
最
大
の
麻
薬
密
売
組
織
で
あ
る
メ
デ
ジ
ン 

・ 

カ
ル
テ
ル
の
幹
部
ホ
ル
ヘ
・

オ
チ
ョ
ア
の
妹
マ
ル
タ
・
ニ
エ
ベ
ス
・
オ
チ
ョ
ア
を
誘
拐
し
た
。
こ
れ
に
対
し
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
は
、

身
代
金
の
支
払
い
を
拒
絶
す
る
と
と
も
に
報
復
の
た
め
Ｍ
Ａ
Ｓ
を
結
成
し
、
数
週
間
後
に
は
Ｍ
─19
の
家

族
を
誘
拐
し
、
メ
デ
ジ
ン
の
Ｍ
─19
の
拠
点
に
対
す
る
徹
底
し
た
攻
撃
を
行
っ
て
ゲ
リ
ラ
兵
士
の
殺
害
と

マ
ル
タ
・
ニ
エ
ベ
ス
の
救
出
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
メ
デ
ジ
ン
周
辺
の
Ｍ
─19
の
部
隊
を
完

全
に
掃
討
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
モ
デ
ル
が
ゲ
リ
ラ
と
対
抗
す
る
効
果
的
手
段
で
あ
る
こ
と
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

人
々
に
認
識
さ
せ
、
農
村
地
域
で
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
な
ど
の
革
命
税
や
食
糧
の
要
求
お
よ
び
身
代
金
目
的
の
誘
拐
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の
脅
威
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
大
土
地
所
有
者
な
ど
は
、
農
地
と
経
済
的
利
益
を
守
る
た
め
に
パ
ラ
ミ
リ
タ

リ
ー
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
政
府
軍
も
ま
た
ゲ
リ
ラ
や
そ
の
同
調
者
に
対
す
る
作
戦
を
遂
行
す
る
上
で
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の

戦
闘
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
得
策
と
考
え
、
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
に
対
し
て
暗
黙
の
ま
た
は
場
合
に
よ
っ

て
は
公
然
の
支
援
を
与
え
た
。
こ
の
新
し
い
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
出
現
の
結
果
、
か
つ
て
ゲ
リ
ラ
の
支
配

地
域
で
あ
っ
た
地
域
の
多
く
が
農
業
経
営
や
他
の
経
済
活
動
を
安
全
に
行
え
る
地
域
と
な
っ
た
。

他
方
、
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
は
ゲ
リ
ラ

と
の
武
力
闘
争
に
お
い
て
そ
の
存
在
感
を
増
し
て
い
っ
た
が
、
ゲ
リ
ラ
の
支
配
力
を
減
殺
す
る
た
め
、
ゲ

リ
ラ
の
み
な
ら
ず
ゲ
リ
ラ
シ
ン
パ
や
そ
の
家
族
、
労
働
組
合
幹
部
、
人
権
活
動
家
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
な

ど
を
も
殺
害
し
た
。
ま
た
、
農
業
適
地
か
ら
農
民
を
追
い
出
し
て
国
内
避
難
民
発
生
の
原
因
と
な
り
コ
ロ

ン
ビ
ア
の
脆
弱
な
市
民
社
会
の
脅
威
と
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
九
七
年
、
政
府
が
支
援
し
た
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
多
く
の
新
し

い
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
は
カ
ル
ロ
ス 

・ 

カ
ス
タ
ー
ニ
ョ（C

arlos C
astano

）と
い
う
元
麻
薬
密
売
人
の
も
と
、

Ａ
Ｕ
Ｃ
（A

utodefensas U
nidas de C

olom
bia

：
コ
ロ
ン
ビ
ア
自
衛
連
合
）
と
い
う
全
国
組
織
に
統
合
さ

れ
た
。
こ
の
Ａ
Ｕ
Ｃ
は
、
麻
薬
密
売
に
よ
る
豊
富
な
資
金
に
よ
っ
て
組
織
を
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
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そ
の
規
模
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
約
八
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
武
装
解
除
に
応
じ
た
際
に

は
、
約
三
万
二
〇
〇
〇
人
（
う
ち
兵
士
は
一
万
六
〇
〇
〇
人
）
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。

四　

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
麻
薬
生
産
と
密
売
組
織
の
出
現

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
現
代
史
の
宿
痾
と
も
い
わ
れ
る
大
麻
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
コ
カ
イ
ン
な
ど
の
麻
薬
が
国
際
的

に
登
場
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
節
で
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

麻
薬
の
発
生
の
経
緯
と
そ
の
密
売
組
織
の
概
要
お
よ
び
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

大
麻
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
）

コ
ロ
ン
ビ
ア
が
麻
薬
問
題
で
は
じ
め
て
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た
の
は
、
一
九
六
七
年
に
カ
リ
ブ
海
沿

岸
の
ラ
・
グ
ア
ヒ
ラ
県
の
西
部
サ
ン
タ
マ
ル
タ
・
シ
ェ
ラ
ネ
バ
ー
ダ
の
東
山
麓
で
組
織
的
な
大
麻
（
マ
リ

フ
ァ
ナ
）
の
生
産
が
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
大
麻
草
は
、
古
来
か
ら
先
住
民
が
愛
用
し
て
お
り
、
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コ
ロ
ン
ビ
ア
に
在
来
種
の
大
麻
草
が
あ
っ
た
。
大
麻
は
米
国
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
従
軍
し
た
兵

士
か
ら
広
が
っ
た
と
い
わ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
反
戦
運
動
時
代
の
ヒ
ッ
ピ
ー
の
若
者
に
急
速
に
広
ま
っ
て
い

た
。
当
時
米
国
に
は
大
麻
喫
煙
者
が
四
〇
〇
〇
万
人
い
た
と
い
わ
れ
る
。
米
国
へ
の
お
も
な
大
麻
輸
出
国

は
、
メ
キ
シ
コ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
そ
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
産
大
麻
は｢

コ
ロ
ン
ビ

ア
・
ゴ
ー
ル
デ
ン｣

な
ど
と
呼
ば
れ
米
国
で
高
値
が
つ
い
た
た
め
、
カ
リ
ブ
海
沿
岸
一
帯
、
さ
ら
に
は
東

部
ジ
ャ
ノ
ス
平
原
や
ア
ン
デ
ス
西
部
山
系
の
山
麓
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
は
大
麻
の
米
国
市
場
へ
の
最
大
の
輸
出
国
に
成
長
し
、
五
万
人
の
零
細
農
民
に
よ
り
年
間
約
一
万

ト
ン
の
大
麻
が
生
産
さ
れ
て
い
た
。

一
九
六
八
年
三
月
、ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
は
じ
め
て
〝
麻
薬
に
対
す
る
戦
争
〞
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、

国
内
の
大
麻
な
ど
麻
薬
の
消
費
に
危
機
感
を
訴
え
、
ま
ず
国
内
に
お
け
る
麻
薬
消
費
対
策
か
ら
着
手
し
て

次
第
に
海
外
か
ら
の
麻
薬
の
国
内
流
入
阻
止
対
策
に
重
点
を
移
し
て
い
っ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
対
す
る
麻

薬
対
策
の
た
め
の
協
力
は
、
一
九
七
三
年
に
協
定
を
締
結
し
て
Ｄ
Ｅ
Ａ
（
麻
薬
取
締
局
）
の
職
員
を
ボ
ゴ

タ
の
大
使
館
に
派
遣
す
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
米
国
政
府
の
圧
力
に
よ
り
、
フ
リ
オ
・
セ
サ
ル
・
ト
ゥ
ル

バ
イ
（Julio C

ésar Turbay 

一
九
七
八
年
〜
一
九
八
二
年
在
職
、
自
由
党
）
大
統
領
は
、
大
麻
栽
培
地
へ
の

除
草
剤
の
空
中
散
布
の
開
始
と
一
万
人
の
軍
隊
を
大
麻
の
押
収
、
工
場
の
摘
発
、
運
搬
用
飛
行
機
の
没
収
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な
ど
の
作
戦
へ
投
入
し
た
。
そ
の
作
戦
の
結
果
、
ラ
・
グ
ア
ヒ
ラ
県
で
約
六
〇
〇
〇
ト
ン
の
大
麻
を
押
収

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
作
戦
は
、
除
草
剤
の
空
中
散
布
に
よ
り
地
域
農
民
の
反
感
を
買
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
副
作
用
と
し
て
①
大
麻
の
生
産
地
域
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
全
土
へ
の
拡
散
、
②
麻
薬
密
売
組
織
の
大
麻
か

ら
コ
カ
へ
の
転
換
と
コ
カ
精
製
現
場
を
発
見
さ
れ
に
く
く
す
る
た
め
工
場
の
小
規
模
化
の
促
進
、
お
よ
び

③
麻
薬
密
売
組
織
の
軍
隊
内
部
へ
の
浸
透
と
賄
賂
に
よ
る
軍
隊
の
腐
敗
を
も
た
ら
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
政

府
は
、
一
九
八
二
年
に
国
家
警
察
内
部
に
特
別
の
麻
薬
取
締
部
局
を
設
け
、
今
日
ま
で
警
察
が
米
国
と
の

協
力
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
国
家
警
察
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
国
内
で
生
産
さ
れ
た
大
麻
は
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
米
国

国
内
に
お
い
て
大
麻
が
生
産
さ
れ
始
め
た
こ
と
か
ら
一
九
八
四
年
の
四
三
〇
〇
ト
ン
台
か
ら
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
、
現
在
で
は
数
百
ト
ン
程
度
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

ケ
シ
（
ヘ
ロ
イ
ン
）

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
阿
片
、
モ
ル
ヒ
ネ
、
ヘ
ロ
イ
ン
の
原
料
と
し
て
ケ
シ
が
栽
培
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
八

年
、
メ
キ
シ
コ
人
が
カ
ウ
カ
県
お
よ
び
ウ
ィ
ラ
県
で
農
民
に
委
託
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
（
伊
高
浩

昭
『
コ
ロ
ン
ビ
ア
内
戦
』
一
一
五
頁
）。
し
か
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
人
に
よ
り
本
格
的
に
ケ
シ
の
栽
培
が
行
わ
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れ
始
め
た
の
は
、
一
九
九
一
年
頃
か
ら
で
あ
る
（
表
６
参
照
）。
ケ

シ
栽
培
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
全
土
で
行
わ
れ
、
一
九
九
四
年
に
は
、
栽
培

面
積
は
一
万
五
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
最
高
を
記
録
し
、
世
界
の
ケ

シ
栽
培
の
約
五・五
％
を
占
め
る
ま
で
に
増
加
し
た
が
、
政
府
の
除

草
剤
の
空
中
散
布
な
ど
の
対
策
が
効
を
奏
し
、
徐
々
に
減
少
し
、
現

在
で
は
栽
培
面
積
は
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
下
回
り
、
世
界
シ
ェ
ア

も
〇・五
％
以
下
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
産
ヘ
ロ
イ
ン
は
ほ
と
ん
ど
米
国
に
密
輸
さ
れ
、
メ
キ

シ
コ
産
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
以
西
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
産
は
同
川
以
東
と

市
場
を
分
け
合
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。

コ
カ
イ
ン

（
１
）
コ
カ
イ
ン
の
生
産

ア
ン
デ
ス
高
地
で
は
、
イ
ン
カ
文
明
以
前
か
ら
先
住
民
社
会
に
コ

カ
の
葉
を
噛
む
習
慣
が
あ
っ
た
。
コ
カ
は
、
労
働
の
た
め
の
活
力
を

表6　ケシの栽培面積と除草剤の散布面積の推移
（単位：ha）

1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

栽培面積 1,160 6,578 5,008 15,091 5,226 4,916 6,584 7,350 6,500

除草剤 

散布面積
N.A. N.A. N.A. N.A. 5,074 7,413 7,333 3,077 8,423

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

栽培面積 6,500 6,500 4,300 4,126 3,950 1,950 1,023 714 394

除草剤 

散布面積
9,329 2,586 3,584 3,266 4,286 2,544 1,929 375 N.A.

出所：UNODC, Observatorio de Drogas de Colombia 2009
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生
み
出
し
、
疲
れ
を
癒
し
、
ま
た
高
地
の
寒
さ
に
耐
え
、
飢
餓
を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま

た
、
コ
カ
茶
は
高
山
病
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
。
一
三
世
紀
頃
、
イ
ン
カ
の
王
は
戦
闘
な
ど
に
お
い
て
功

績
の
あ
っ
た
臣
下
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
、
コ
カ
の
木
を
栽
培
す
る
特
権
を
与
え
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
時
代
、
ペ
ル
ー
の
副
王
領
で
は
、
ポ
ト
シ
銀
山
の
労
働
者
向
け
に
ク
ス
コ
地

方
キ
ジ
ャ
バ
ン
バ
で
コ
カ
の
葉
を
生
産
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
、
現
在
で
も
先
住

民
が
コ
カ
の
葉
を
一
方
の
頬
に
貯
え
て
、
噛
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
コ
カ
の
葉
は
、
生
葉
ま
た
は
乾
燥
葉
を
噛
ん
だ
り
お
茶
に
し
て
飲
ん
で
も
コ
カ
イ
ン
の
ア
ル
カ

ロ
イ
ド
分
は
摂
取
さ
れ
ず
、
と
く
に
人
体
に
問
題
は
な
い
。
コ
カ
の
養
分
を
利
用
し
た
も
の
と
し
て
は
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
高
山
病
用
の
コ
カ
茶
、
コ
カ
焼
酎
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム

な
ど
が
あ
る
。

コ
カ
イ
ン
は
、
コ
カ
の
葉
か
ら
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
元
の
成
分
を
抽
出
し
、
酸
と
ア
ル
カ
リ
溶
剤
で
ア
ル

カ
ロ
イ
ド
の
結
晶
に
精
製
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
八
五
五
年
に
ド
イ
ツ
人
の
科
学
者
で
あ
る
ゲ
デ
ッ
ケ
が

単
離
し
た
と
さ
れ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
コ
カ
イ
ン
が
生
産
さ
れ
始
め
た
の
は
、
一
九
六
九
年
カ
ウ
カ
県
に
お
い
て
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
以
前
の
コ
カ
イ
ン
製
造
は
ま
だ
家
内
工
業
程
度
の
規
模
に
す
ぎ
な
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い
。
当
時
南
米
の
コ
カ
イ
ン
製
造
の
本
拠
地
は
チ
リ
に
あ
り
、
ペ
ル
ー
や
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
コ
カ
の
葉
や
中

間
原
料
で
あ
る
コ
カ
ペ
ー
ス
ト
（
コ
カ
の
葉
に
石
灰
、
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
溶
剤
を
加
え

て
加
熱
処
理
し
て
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
抽
出
す
る
過
程
に
お
い
て
生
成
す
る
ガ
ム
状
の
も
の
）を
仕
入
れ
て
、

チ
リ
の
精
製
工
場
で
コ
カ
イ
ン
を
製
造
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
九
月
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ピ
ノ

チ
ェ
ト
・
ウ
ガ
ル
テ
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
ア
ジ
ェ
ン
デ
大
統
領
政
権
を

倒
し
て
以
降
、
軍
事
独
裁
政
権
の
も
と
で
麻
薬
の
密
売
組
織
を
摘
発
、
投
獄
し
、
多
く
の
麻
薬
組
織
の
ボ

ス
を
米
国
に
引
き
渡
し
た
。

こ
の
チ
リ
に
お
け
る
政
変
を
契
機
と
し
て
、
コ
カ
イ
ン
の
製
造
の
中
心
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
移
る
こ
と
と

な
っ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
コ
カ
イ
ン
の
製
造
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
第
二
の
都
市

で
あ
る
メ
デ
ジ
ン
で
あ
る
。
メ
デ
ジ
ン
は
一
八
世
紀
の
後
半
か
ら
金
鉱
業
で
発
展
し
た
町
で
あ
り
、
ス
ペ

イ
ン
人
の
入
植
後
ド
イ
ツ
、
レ
バ
ノ
ン
か
ら
多
く
の
移
民
が
入
っ
て
い
る
。
一
九
世
紀
に
は
コ
ー
ヒ
ー
の

栽
培
に
着
手
し
、二
〇
世
紀
に
入
る
と
国
内
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
地
と
な
っ
た
。
ま
た
、金
や
コ
ー
ヒ
ー

の
生
産
で
蓄
積
し
た
資
本
を
元
に
早
く
か
ら
工
業
化
が
進
ん
だ
。メ
デ
ジ
ン
出
身
者
を
パ
イ
サ
と
呼
ぶ
が
、

進
取
の
気
性
に
富
み
、
働
き
者
と
し
て
定
評
が
あ
る
。
ま
た
、
昔
か
ら
密
輸
入
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
。
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パ
イ
サ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

大
統
領
の
ア
ル
バ
ロ
・
ウ
リ
ベ
・
ベ
レ
ス
（A

lvaro U
ribe V

érez

）
は
、
パ
イ
サ
の
代

表
的
人
物
で
大
統
領
時
代
の
執
務
時
間
は
、
朝
六
時
か
ら
夜
一
一
時
ま
で
と
い
わ
れ
て
い
た

ほ
ど
仕
事
熱
心
で
有
名
で
あ
っ
た
。
同
大
統
領
の
演
説
は
、
大
体
一
時
間
は
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
長
か
っ
た
が
、い
つ
も
原
稿
な
し
で
自
分
の
言
葉
で
語
り
か
け
た
。
ま
た
、

毎
週
末
、
地
方
に
対
話
集
会
に
出
か
け
、
直
接
住
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を
八
年
間
休
み
な

く
続
け
た
。
こ
の
住
民
集
会
は
、
時
間
無
制
限
で
質
問
者
が
い
な
く
な
る
ま
で
終
わ
り
に
し

な
い
の
で
、
昼
食
や
夕
食
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
つ
ま
む
こ
と
で
済
ま
せ
、
延
々
と
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
筆
者
は
、
一
度
、
ウ
リ
ベ
大
統
領
に
最
も
貧
し
い
県
の
住
民
集
会
に
誘
わ
れ
、
住

民
集
会
の
現
場
を
つ
ぶ
さ
に
経
験
し
た
が
、
同
大
統
領
が
資
料
を
持
た
ず
に
質
問
に
答
え
て

い
る
姿
に
は
感
動
を
覚
え
た
。
大
統
領
が
答
え
ら
れ
な
い
質
問
に
は
役
人
が
答
え
る
が
、
担

当
役
人
が
い
な
い
場
合
に
は
大
統
領
は
、
携
帯
電
話
で
大
臣
や
局
長
を
呼
び
出
し
て
た
ず
ね

た
上
で
答
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
高
級
官
僚
は
住
民
集
会
の
開
か
れ
る
土
曜
日
は
い
つ
大

column
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統
領
か
ら
電
話
が
あ
る
か
わ
か
ら
ず
緊
張
を
強
い
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

大
統
領
夫
人
の
リ
ナ
・
マ
リ
ア
・
モ
レ
ノ
も
同
じ
く

パ
イ
サ
で
あ
る
。
筆
者
は
、
リ
ナ
夫
人
と
パ
イ
サ
の
特

質
に
つ
い
て
雑
談
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
リ

ナ
夫
人
が
語
っ
て
く
れ
た
パ
イ
サ
の
話
は
と
て
も
印
象

的
で
あ
っ
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

「
メ
デ
ジ
ン
に
は
子
ど
も
の
頃
に
は
密
輸
品
が
溢
れ
て

い
た
。
ま
た
、
パ
イ
サ
は
企
業
家
精
神
が
強
く
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
の
大
企
業
の
社
長
の
多
く
が
パ
イ
サ
で
あ
る
。

パ
イ
サ
は
商
売
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
考
え
出

す
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
そ
の
面
白
い
逸
話
と
し
て
、

あ
る
パ
イ
サ
商
人
の
驚
く
べ
き
悪
知
恵
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
靴
の
輸
入
を
商

売
と
し
て
い
る
パ
イ
サ
が
、
仏
で
流
行
し
て
い
る
靴
を
輸
入
す
る
際
に
高
い
関
税
を
支
払
う

の
を
回
避
す
る
た
め
、
右
足
だ
け
一
〇
〇
〇
足
を
カ
リ
ブ
海
沿
岸
の
カ
ル
タ
ヘ
ナ
港
に
輸
入

ウリベ大統領（右）と筆者
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し
、
残
り
の
左
足
一
〇
〇
〇
足
を
太
平
洋
沿
岸
の
ブ
エ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
港
に
輸
入
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
靴
と
し
て
の
機
能
が
な
い
と
い
う
理
由
で
関
税
を
免
れ
た
と
い
う
嘘
の
よ
う
な
本

当
の
取
引
話
で
あ
る
。」

（
２
）
メ
デ
ジ
ン･

カ
ル
テ
ル

チ
リ
か
ら
コ
カ
イ
ン
の
商
売
を
引
き
継
い
だ
の
は
、
パ
イ
サ
の
密
輸
業
者
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代

に
麻
薬
を
取
り
扱
っ
た
密
輸
業
者
は
、
既
に
商
売
が
安
定
し
財
産
的
基
盤
も
あ
る
年
配
者
が
多
く
、
麻

薬
専
業
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
密
輸
業
者
に
雇
わ
れ
て
い
た
パ
ブ
ロ
・
エ
ス
コ
バ
ル
・
ガ
ビ
リ

ア
（P

ablo E
scobar G

aviria, 
一
九
四
九
年
〜
一
九
九
三
年
）
が
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・

オ
チ
ョ
ア
・
バ
ス
ケ
ス
、
カ
ル
ロ
ス
・
レ
ー
デ
ル
・
リ
バ
ス
、
ホ
セ
・
ゴ
ン
サ
ロ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ガ
チ
ャ

と
と
も
に
組
織
し
た
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル（
注
）が
、
コ
カ
イ
ン
専
業
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ

た
。
彼
ら
は
、
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
の
若
者
で
、
中
等
教
育
し
か
受
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
ペ
ル
ー
、
ボ

リ
ビ
ア
産
の
コ
カ
の
葉
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ
持
ち
込
み
、
コ
カ
イ
ン
に
精
製
し
て
米
国
に
小
型
飛
行
機
や
船

舶
で
運
び
、
米
国
の
販
売
組
織
が
そ
れ
を
売
り
捌さ
ば

く
と
い
う
麻
薬
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
完
成
さ
せ
た
。
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（
注
）｢

カ
ル
テ
ル｣

と
い
う
言
葉
が
は
じ
め
て
使
わ
れ
た
の
は
、
一
九
八
三
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

パ
ブ
ロ
・
エ
ス
コ
バ
ル
は
、
一
九
七
六
年
に
は
じ
め
て
コ
カ
イ
ン
密
輸
の
罪
で
Ｄ
Ａ
Ｓ
（
国
家
行
政
治

安
局
）
に
逮
捕
さ
れ
て
以
降
何
度
も
逮
捕
さ
れ
て
い
る
が
、刑
務
所
に
入
っ
て
い
た
の
は
ご
く
短
期
間
で
、

い
つ
も
彼
の
逮
捕
状
が
無
効
と
な
っ
て
釈
放
さ
れ
た
。
エ
ス
コ
バ
ル
を
逮
捕
し
た
捜
査
官
が
複
数
の
殺
し

屋
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
り
、
担
当
判
事
が
脅
迫
を
受
け
、
ま
た
賄
賂
に
よ
っ
て
裁
判
書
類
が
紛
失
し
た
り

し
た
。
ま
た
、
一
九
八
一
年
一
一
月
に
起
き
た
Ｍ
─19
に
よ
る
マ
ル
タ
・
ニ
エ
ベ
ス
・
オ
チ
ョ
ア
の
誘
拐

事
件
に
対
し
て
は
前
述
の
Ｍ
Ａ
Ｓ
（｢

誘
拐
者
に
死
を｣

）
と
呼
ば
れ
る
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
を
組
織
し
、
Ｍ

─19
を
容
赦
な
く
攻
撃
し
て
翌
年
二
月
に
マ
ル
タ
・
ニ
エ
ベ
ス
を
無
傷
で
解
放
さ
せ
た
。
メ
デ
ジ
ン
・
カ

ル
テ
ル
は
、
最
初
の
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
争
に
勝
利
し
、
そ
の
後
Ｍ
─19
と
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
は
協
力
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
前
述
の
一
九
八
五
年
の
Ｍ
─19
の
最
高
裁
判
所
襲
撃
は
、
メ
デ
ジ
ン
・

カ
ル
テ
ル
の
依
頼
に
よ
る
麻
薬
犯
罪
者
の
米
国
引
き
渡
し
に
関
す
る
書
類
を
奪
う
た
め
の
作
戦
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
八
四
年
四
月
の
ラ
ラ
法
相
暗
殺
は
、
一
九
八
三
年
に
法
務
大
臣
に
就
任
し
た

ロ
ド
リ
ゴ
・
ラ
ラ
・
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
が
、
麻
薬
犯
罪
者
の
米
国
引
き
渡
し
に
積
極
的
で
あ
る
と
と
も
に
当
時

問
題
化
し
て
い
た
麻
薬
密
売
業
者
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
政
治
家
に
出
し
て
い
る
政
治
献
金
問
題
を
取
り
上

げ
、
そ
の
攻
撃
の
対
象
と
し
て
エ
ス
コ
バ
ル
を
標
的
と
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
ラ
ラ
法
相
は
、
エ
ス
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コ
バ
ル
の
過
去
の
逮
捕
歴
な
ど
を
新
聞
に
公
表
す
る
な
ど
し
て
、
一
九
八
二
年
に
エ
ン
ビ
ガ
ー
ド
選
挙
区

選
出
の
ハ
イ
ロ
・
オ
ル
テ
ガ
の
代
理
人
と
し
て
下
院
議
員
と
な
っ
て
い
た
エ
ス
コ
バ
ル
に
挑
戦
し
た
。
エ

ス
コ
バ
ル
は
、
一
九
八
四
年
一
月
に
下
院
議
員
を
辞
職
し
た
後
、
そ
の
報
復
措
置
と
し
て
殺
し
屋
を
使
っ

て
ラ
ラ
法
相
の
殺
害
を
実
行
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
パ
ブ
ロ
・
エ
ス
コ
バ
ル
は
、
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
に
挑
戦
す
る
者
に
対
し
て
は
パ
ラ

ミ
リ
タ
リ
ー
や
殺
し
屋
を
使
っ
て
徹
底
的
に
復
讐
す
る
冷
酷
な
殺
人
者
で
あ
り
、
麻
薬
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
ら

ん
だ
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
が
増
大
し
た
。
一
九
八
四
年
の
ラ
ラ
法
相
暗
殺
事
件
以
降
政
府
は
非
常
事
態
を
宣
言

し
て
、
カ
ル
テ
ル
の
資
産
の
没
収
と
メ
ン
バ
ー
の
軍
事
法
廷
で
の
裁
判
を
決
定
し
、
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ

ル
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
政
府
と
全
面
対
決
状
態
に
入
っ
た
。
こ
の
結
果
、
政
府
の
各
組
織
は
カ
ル
テ
ル
の

激
し
い
攻
撃
を
受
け
て
本
来
の
機
能
を
果
た
せ
な
く
な
っ
た
。
裁
判
所
組
織
は
そ
の
好
例
で
あ
り
、
Ｍ
─

19
の
襲
撃
で
殺
さ
れ
た
最
高
裁
判
所
長
官
の
後
任
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ウ
リ
ベ
・
レ
ス
ト
レ
ポ
判
事
は
、

カ
ル
テ
ル
の
脅
迫
を
受
け
て
就
任
後
四
カ
月
で
辞
任
し
、
そ
の
次
の
ネ
メ
シ
オ
・
カ
マ
チ
ョ
・
ロ
ド
リ
ゲ

ス
長
官
も
同
じ
理
由
に
よ
り
就
任
後
一
〇
カ
月
で
辞
任
し
て
い
る
。

メ
デ
ジ
ン 

・ 

カ
ル
テ
ル
は
ま
た
、
一
九
八
六
年
一
一
月
、
国
家
警
察
麻
薬
取
締
対
策
班
司
令
官
ハ
イ
メ
・

ラ
ミ
レ
ス 

・ 

ゴ
メ
ス
大
佐
を
暗
殺
し
、
翌
一
二
月
、
有
力
日
刊
紙
エ
ル 

・ 

エ
ス
ペ
ク
タ
ド
ー
ル
の
ギ
ジ
ェ
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ル
モ
・
カ
ノ
編
集
長
を
暗
殺
し
た
。
ラ
ミ
レ
ス
大
佐
は
、
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
の
大
規
模
な
精
製
施
設

を
摘
発
し
て
大
損
害
を
与
え
た
報
復
と
し
て
、
カ
ノ
編
集
長
は
、
麻
薬
取
締
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
報
復
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
殺
し
屋
の
標
的
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
八
年
一
月
、
カ
ル
ロ
ス
・
オ
ジ
ョ
ス
検
事
総
長

が
暗
殺
さ
れ
た
。
一
九
八
九
年
に
入
る
と
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
の
政
府
要
人
に
対
す
る
攻
撃
は
激
し
さ

を
増
し
、
三
月
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
サ
ン
ペ
ー
ル
上
院
議
員
（
後
の
大
統
領
）
の
暗
殺
未
遂
、
七
月
、
メ
デ

ジ
ン
に
お
け
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ル
ダ
ン
・
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
県
知
事
の
爆
殺
、
八
月
、
一
九
九
〇
年
の

大
統
領
選
挙
に
お
け
る
自
由
党
の
大
統
領
候
補
者
ル
イ
ス
・
カ
ル
ロ
ス
・
ガ
ラ
ン
（Luis C

arlos G
alán

）

の
暗
殺
と
続
い
た
。

ガ
ラ
ン
の
暗
殺
後
、
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
バ
ル
コ
・
バ
ル
ガ
ス
（V

irgilio B
arco Vargas, 

一
九
八
六
年
〜

一
九
九
〇
年
在
職
、
自
由
党
）
大
統
領
は
、
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
宣
戦
布
告
を
行
い
、
米
国

の
圧
力
も
あ
っ
て
、
麻
薬
犯
罪
者
の
米
国
引
き
渡
し
を
定
め
た
非
常
事
態
立
法
政
令
を
公
布
し
、
二
四
人

の
引
き
渡
し（
注
）を

決
定
す
る
と
と
も
に
、
国
家
警
察
に
特
別
麻
薬
取
締
班
を
設
置
し
、
そ
の
長
に
ロ
ッ
ソ
・

ホ
セ
・
セ
ラ
ー
ノ
大
将
を
任
命
し
た
。
セ
ラ
ー
ノ
は
、
米
国
お
よ
び
英
国
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
援
助

を
得
な
が
ら
、
カ
ル
テ
ル
の
不
動
産
、
武
器
、
銀
行
口
座
な
ど
の
資
金
の
没
収
を
進
め
、
メ
デ
ジ
ン
・
カ

ル
テ
ル
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
は
ア
ビ
ア
ン
カ
航
空
機
の
爆
破
や
自
動
車
爆
弾
な
ど
手
段
を
選
ば
ぬ
無
差
別
テ
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ロ
と
な
り
い
っ
そ
う
激
し
さ
を
増
し
た
。

（
注
）
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
、
自
ら
を"E

xtraditable"

（
引
き
渡
し
適
格
者
）
と
称
し
て
、

米
国
へ
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
。｢

米
国
の
刑
務
所
へ
入
る
よ
り
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
墓
に
入
る
方

が
ま
し
だ｣

と
い
う
有
名
な
科
白
は
、
彼
ら
の
米
国
引
き
渡
し
に
対
す
る
強
硬
な
抵
抗
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。
一
般
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
刑
務
所
は
囚
人
に
対
す
る
規
制
が
緩
く
（
そ
も
そ
も
懲
役
刑
が
な
く
全

員
が
禁
固
刑
で
あ
る
）、
自
由
に
電
話
で
外
部
と
交
信
で
き
待
遇
も
悪
く
な
い
が
、
米
国
に
引
き
渡
さ
れ

て
裁
判
を
受
け
る
と
個
々
の
犯
罪
の
量
刑
が
累
積
さ
れ
て
重
く
な
り
、
か
つ
、
刑
務
所
の
処
遇
も
厳
し

い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
在
任
中
に
ボ
ゴ
タ
に
あ
る
女
子
刑
務
所
を
見
学
し
、
囚
人
と
昼
食

を
と
も
に
し
た
経
験
が
あ
る
が
、
主
計
局
次
長
時
代
に
予
算
査
定
の
参
考
と
す
る
た
め
に
訪
問
し
た
府

中
刑
務
所
の
雰
囲
気
と
比
較
し
て
、
は
る
か
に
自
由
な
雰
囲
気
で
、
囚
人
同
士
で
コ
ー
ラ
ス
部
を
作
っ

て
活
動
し
た
り
、自
由
に
家
族
と
電
話
し
た
り
し
て
い
る
の
が
、注
意
を
引
い
た
。
昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
も
、

一
般
中
流
コ
ロ
ン
ビ
ア
家
庭
の
食
事
の
内
容
と
同
等
で
あ
り
、
府
中
刑
務
所
の
昼
食
よ
り
充
実
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。

一
方
、
パ
ブ
ロ
・
エ
ス
コ
バ
ル
は
別
の
顔
も
持
っ
て
い
た
。
コ
カ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
巨
額
の
資
金

を
得
て
、メ
デ
ジ
ン
北
部
の
ス
ラ
ム
地
区
で「
ス
ラ
ム
の
な
い
メ
デ
ジ
ン
」と
い
う
社
会
運
動
を
始
め
、サ
ッ

カ
ー
場
に
照
明
設
備
を
寄
附
し
、
ま
た
低
所
得
者
向
け
に
五
〇
〇
〇
戸
の
住
宅
建
設
を
行
っ
た
。
週
刊
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誌
『
セ
マ
ー
ナ
』
は
エ
ス
コ
バ
ル
を

｢

パ
イ
サ
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
」
と
称

え
た
。
ま
た
、
一
九
八
二
年
末
か
ら

一
九
八
三
年
に
か
け
て
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
を
引
き
込
ん
で
、
町
を
歩
く

と
き
は
二
人
の
聖
職
者
を
お
供
に
し

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
が
一
九

八
〇
年
代
に
ど
の
程
度
の
規
模
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
事
柄
の
性

格
上
正
確
な
数
字
が
な
く
、
カ
ル
テ
ル
が
稼
い
だ
金
で
買
っ
た
農
地
、
別
荘
、
お
よ
び
カ
リ
ブ
海
の
島
な

ど
の
資
産
サ
イ
ド
の
推
計
や
国
家
警
察
と
軍
が
摘
発
し
、
破
壊
し
た
精
製
施
設
や
押
収
し
た
コ
カ
イ
ン
な

ど
の
生
産
サ
イ
ド
の
推
計
に
基
づ
き
様
々
な
数
字
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
に
米
国

に
入
る
コ
カ
イ
ン
の
五
〇
％
、
年
間
約
五
〇
ト
ン
（
当
時
の
卸
価
格
で
約
三
〇
億
ド
ル
）
を
扱
っ
て
お
り
、

エ
ス
コ
バ
ル
の
個
人
財
産
は
、二
〇
億
ド
ル
と
も
五
〇
億
ド
ル
と
も
い
わ
れ
て
い
る
（『
キ
ン
グ
ズ 

・ 

オ
ブ
・ メデジンの貧困街



159

第3章　ゲリラ戦争と麻薬戦争

コ
カ
イ
ン
』
一
六
七
頁（
注
））。

（
注
）
パ
ブ
ロ
・
エ
ス
コ
バ
ル
の
息
子
で
現
在
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
住
ん
で
い
る
フ
ァ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・

マ
ロ
キ
ン
（
本
名
フ
ァ
ン
・
パ
ブ
ロ
・
エ
ス
コ
バ
ル
）
が
、日
刊
紙
エ
ル
・
テ
ィ
エ
ン
ポ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
な
か
で
、
父
親
の
思
い
出
と
し
て
語
っ
た
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
パ
ブ
ロ
・
エ
ス
コ
バ
ル
の
想
像
を

絶
す
る
財
産
規
模
を
窺
わ
せ
る
。

｢

あ
る
夜
、
家
に
着
く
と
と
て
も
寒
か
っ
た
の
で
、
父
親
に
寒
い
と
言
っ
た
ら
、
父
は
す
ぐ
一
〇
〇
ド
ル

札
の
束
を
い
く
つ
か
取
り
出
し
て
暖
炉
に
投
げ
込
み
、
火
を
つ
け
て
部
屋
を
暖
め
て
く
れ
た
。｣

こ
の
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
と
の
全
面
戦
争
は
、
セ
サ
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ガ
ビ
リ
ア
・
ト
ル
ヒ
ー
ジ
ョ

（C
ésar A

ugusto G
aviria Trujillo

一
九
九
〇
年
〜
一
九
九
四
年
在
職
）
大
統
領
と
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
と

の
取
引
（
①
自
首
す
れ
ば
刑
期
を
三
分
の
一
に
短
縮
す
る
。
②
憲
法
に
お
い
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
人
の
犯
罪
者
の
米

国
引
き
渡
し
を
禁
止
す
る
規
定
を
設
け
る
）
に
よ
り
、
新
憲
法
施
行
（
一
九
九
一
年
七
月
）
に
先
立
つ
六
月
、

エ
ス
コ
バ
ル
を
含
む
カ
ル
テ
ル
幹
部
の
自
主
的
投
降
に
よ
り
い
っ
た
ん
終
結
し
た
。
こ
の
後
、メ
デ
ジ
ン
・

カ
ル
テ
ル
は
弱
体
化
し
、
麻
薬
テ
ロ
は
下
火
と
な
っ
た
が
、
一
九
九
二
年
七
月
、
服
役
中
の
エ
ス
コ
バ
ル

が
脱
走
し
、政
府
と
の
交
渉
を
よ
り
有
利
に
す
る
た
め
に
再
び
大
規
模
な
無
差
別
爆
弾
テ
ロ
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
一
九
九
三
年
一
二
月
、
メ
デ
ジ
ン
市
内
の
潜
伏
先
か
ら
息
子
に
電
話
し
た
の
を
治
安
当
局
に
逆
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探
知
さ
れ
、
銃
撃
戦
で
射
殺
さ
れ
た
。

（
３
）
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル

メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
の
解
体
の
過
程
で
そ
の
間
隙
を
埋
め
る
よ
う
に
成
長
し
た
麻
薬
密
輸
組
織
が
、

南
部
の
バ
ジ
ェ
・
デ
ル
・
カ
ウ
カ
県
の
カ
リ
に
本
拠
を
置
く
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
。
こ
の
カ
ル
テ
ル

は
、
ミ
ゲ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
オ
レ
フ
ェ
ラ
、
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
オ
レ
フ
ェ
ラ
兄
弟
お
よ
び

ホ
セ
・
サ
ン
タ
ク
ル
ス
・
ロ
ン
ド
ー
ニ
ョ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
組
織
を

分
権
化
し
て
い
わ
ば
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
独
立
し
た
単
位
に
分
散
し
、
物
流
の
支
援
と

メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
か
ら
組
織
を
防
衛
す
る
代
わ
り
に
収
益
を
配
分
す
る
形
を
と
っ
た
。
ま
た
、
メ
デ

ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
が
約
七
万
人
の
巨
大
組
織
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル
は
五
〇
〇
〇
人

程
度
の
規
模
で
、
米
国
の
ボ
ー
イ
ン
グ
社
や
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
社
よ
り
も
高
い
利
益
を
上
げ
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
る
（C

randall, p.68

）。

ま
た
、
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル
は
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
の
よ
う
に
大
規
模
な
テ
ロ
や
個
別
の
殺
し
屋
と

い
う
手
段
を
と
ら
ず
、
政
治
献
金
な
ど
の
形
で
影
響
力
を
行
使
し
た
。
そ
の
代
表
例
が
一
九
九
四
年
の

大
統
領
選
挙
で
当
選
し
た
自
由
党
の
エ
ル
ネ
ス
ト
・
サ
ン
ペ
ー
ル
・
ピ
サ
ノ
（E

rnesto Sam
per P

izano 
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一
九
九
四
年
〜
一
九
九
八
年
在
職
）
大
統
領
へ
の
選
挙
資
金
の
提
供
で
あ
る
。

米
国
政
府
は
サ
ン
ペ
ー
ル
大
統
領
の
麻
薬
資
金
疑
惑
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
対
す
る
経
済
協
力
の
要
件

で
あ
る
麻
薬
対
策
協
力
に
つ
い
て
十
分
で
な
い
と
す
る
「
不
認
定
」
評
価
を
繰
り
返
し
、さ
ら
に
サ
ン
ペ
ー

ル
大
統
領
に
対
し
て
ビ
ザ
を
発
給
し
な
い
措
置
ま
で
採
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、サ
ン
ペ
ー
ル
自
身
は
、

一
九
九
五
年
に
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル
の
ボ
ス
で
あ
る
ロ
ド
リ
ゲ
ス
兄
弟
を
含
む
幹
部
を
逮
捕
し
て
カ
リ
・
カ

ル
テ
ル
を
解
体
し
、
資
金
洗
浄
を
犯
罪
と
す
る
腐
敗
防
止
法
を
成
立
さ
せ
、
一
九
九
六
年
に
は
、
麻
薬
組

織
な
ど
が
蓄
積
し
た
財
産
を
没
収
す
る
財
産
没
収
法
を
、
一
九
九
七
年
に
は
、
麻
薬
密
輸
な
ど
の
量
刑
を

重
く
す
る
刑
罰
加
重
法
と
犯
罪
人
の
外
国
引
き
渡
し
を
禁
じ
た
一
九
九
一
年
憲
法
第
三
五
条
を
改
正（
注
）す

る

な
ど
米
国
が
要
求
す
る
麻
薬
対
策
を
着
実
に
実
行
し
た
。

（
注
）
改
正
第
三
五
条
は
、「
刑
事
被
疑
者
の
外
国
引
き
渡
し
は
、
条
約
に
基
づ
き
お
よ
び
条
約
が
存
在
し
な
い

場
合
は
法
律
に
基
づ
き
、申
請
し
、許
諾
し
ま
た
は
差
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。」と
規
定
し
た
。
こ
れ
は
、

一
九
九
五
年
に
逮
捕
し
た
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル
の
四
人
の
幹
部
に
つ
い
て
、
米
国
が
一
九
七
九
年
の
協
定

に
基
づ
き
引
き
渡
し
を
要
求
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
カ
リ･

カ
ル

テ
ル
の
幹
部
に
は
遡
及
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、遡
及
に
賛
成
し
た
議
員
や
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
、カ
リ
・

カ
ル
テ
ル
の
テ
ロ
攻
撃
が
行
わ
れ
、
七
人
が
暗
殺
さ
れ
た
。
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サ
ン
ペ
ー
ル
の
努
力
に
よ
り
、
一
時
は
コ
カ
イ

ン
の
世
界
供
給
の
七
〇
％
か
ら
八
〇
％
を
支
配

し
て
い
る
と
い
わ
れ
た
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル
も
消

滅
し
、
麻
薬
の
取
引
の
主
体
は
、
小
規
模
の
カ

ル
テ
ル
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
な
ど
ゲ
リ
ラ
組
織
と

パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
に
移
っ
た
。

図
８
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、
メ
デ

ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
無
差
別
テ
ロ
（
麻
薬
ビ

オ
レ
ン
シ
ア
）
と
カ
ル
テ
ル
組
織
内
部
に
お
け
る

金
の
分
配
な
ど
を
め
ぐ
る
内
紛
に
よ
り
、
殺
人

率
が
一
九
八
四
年
の
ラ
ラ
法
相
暗
殺
事
件
の
頃

か
ら
急
上
昇
し
始
め
、
一
九
九
一
年
の
エ
ス
コ

バ
ル
の
投
降
で
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
状
況
を

示
し
て
い
る
。

10.0

9.0

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

誘
拐

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

殺
人

人 人

19
64

19
67

19
70

19
73

19
76

19
79

19
82

19
85

19
88

19
91

19
94

19
97

20
00

20
03

20
06

20
09

10万人当たりの殺人数

10万人当たりの誘拐数

年

図8　1964年以降の殺人率と誘拐率の推移
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こ
の
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
は
、
メ
デ
ジ
ン
の
町
で
最
も
激
し
か
っ
た
。
例
え

ば
、
一
九
八
五
年
に
メ
デ
ジ
ン
で
は
一
六
九
六
人
の
殺
人
被
害
が
出
て
お
り
、
こ
れ
は
人
口
一
〇
万
人

当
た
り
八
一
人
（
全
国
平
均
三
五
人
程
度
）
と
国
内
で
最
高
の
殺
人
率
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
銃
に
よ

る
殺
人
は
約
八
〇
％
で
、
こ
の
頃
か
ら
メ
デ
ジ
ン
は
世
界
で
最
も
殺
人
率
の
高
い
都
市
と
な
り
、
そ
の
勢

い
は
増
加
し
続
け
た
。
一
九
九
一
年
の
全
国
の
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
殺
人
率
は
、
九
〇
人
近
く
に
達

し
、
メ
デ
ジ
ン
に
お
い
て
は
、
こ
の
率
は
四
〇
〇
人
（
殺
人
に
よ
る
死
亡
者
約
六
四
〇
〇
人
）
に
な
り
、
翌

一
九
九
二
年
に
は
五
〇
〇
人
（
同
八
〇
〇
〇
人
）
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
は
、
麻
薬
カ

ル
テ
ル
の
資
金
に
よ
る
殺
し
屋
集
団
と
警
察
と
の
戦
い
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
ゴ
ン
サ
ロ
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ガ
チ
ャ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
後
述
す
る
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
設
立
し
た
合
法
政
党
で
あ
る
「
愛
国

同
盟
」
の
構
成
員
に
対
す
る
暗
殺
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
愛
国
同
盟
に
対
す
る
攻
撃
は
仮
借
の
な
い
も

の
で
あ
り
、
国
政
お
よ
び
地
方
政
治
あ
わ
せ
て
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
４
）
コ
カ
の
国
産
化

メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
や
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル
の
解
体
に
と
も
な
い
、
一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
頃
か
ら
コ

ロ
ン
ビ
ア
国
内
に
お
け
る
コ
カ
の
栽
培
が
急
増
し
て
き
た
（
図
９
参
照
）。
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こ
れ
は
、
第
一
に
米
国
政
府
の
圧
力
に

よ
り
、
ペ
ル
ー
お
よ
び
ボ
リ
ビ
ア
に
お
い

て
除
草
剤
の
空
中
散
布
と
、
コ
カ
栽
培
に

代
わ
る
代
替
作
物
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ

れ
、
そ
れ
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
大
き

な
効
果
を
上
げ
た
こ
と
、
第
二
に
そ
れ
ま

で
大
規
模
カ
ル
テ
ル
が
担
っ
て
き
た
コ
カ

イ
ン
ペ
ー
ス
ト
を
ペ
ル
ー
や
ボ
リ
ビ
ア
か

ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
航
空
機
に
よ
り
持
ち
込

む
物
流
シ
ス
テ
ム
を
小
規
模
カ
ル
テ
ル
は

維
持
で
き
ず
、
国
内
生
産
に
転
換
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
Ｆ
Ａ
Ｒ

Ｃ
や
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
が
南
部
地
域
や
国

境
地
域
で
勢
力
を
拡
大
し
、
か
つ
そ
の
資

金
源
と
し
て
コ
カ
の
葉
の
生
産
を
保
護
奨
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図9　アンデス諸国のコカ栽培面積の推移（1994年～ 2009年）
（単位：ha）

出所：UNODC（2010）World Drug Report
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励
し
た
こ
と
な
ど
の
要
因
に
よ
る
。
と
く
に
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ

大
統
領
に
よ
り
和
平
交
渉
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
四
万
二
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
治
安
維
持
部

隊
撤
退
地
域
」（despeje

）
内
に
お
い
て
、
コ
カ
栽
培
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
。

（
５
）
プ
ラ
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

米
国
政
府
は
、
麻
薬
カ
ル
テ
ル
の
大
物
幹
部
の
逮
捕
と
解
体
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
コ
カ
イ
ン
生
産
減
少

に
結
び
つ
か
ず
、
逆
に
コ
カ
イ
ン
の
生
産
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
（
一
九
九
一
年
八
八
ト
ン
↓
二
〇
〇
〇
年

六
九
五
ト
ン
）、
サ
ン
ペ
ー
ル
政
権
（
一
九
九
四
年
〜
一
九
九
八
年
）
を
カ
リ
・
カ
ル
テ
ル
か
ら
選
挙
資
金

受
け
た
こ
と
を
理
由
に
冷
遇
し
て
い
る
間
に
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
な
ど
ゲ
リ
ラ
組
織
と
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
が
勢
力
を

伸
長
し
て
き
て
お
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
家
が
不
安
定
化
し
て
内
部
崩
壊
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
次
の
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
政
権
（
一
九
九
八
年
〜
二
〇
〇
二
年
）
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

始
め
た
。
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
大
統
領
が
推
進
し
た
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
和
平
路
線
に
は
、
米
国
政
府
は
全
面
的
に

賛
成
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
と
く
に
一
九
九
九
年
に
入
り
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
ロ
シ
ア
の
債

務
危
機
の
影
響
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
経
済
が
著
し
い
不
況
に
落
ち
込
み
、
失
業
率
の
高
ま
り
（
主
要
七
都
市
の

失
業
率
は
一
九
九
七
年
の
一
二
％
か
ら
上
昇
し
始
め
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
九
％
に
達
し
た
）
に
よ
り
社
会
不
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安
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
、
協
力
的
姿
勢
に
転
じ
た
。
そ
れ
を
示
す
た
め
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
国
務

長
官
は
、
一
九
九
九
年
八
月
一
〇
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
闘
い
、
そ
し

て
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
助
け
ら
れ
る
か
」
と
い
う
表
題
の
署
名
入
り
寄
稿
を
行
い
、
米
国
政
府
の
コ

ロ
ン
ビ
ア
に
対
す
る
協
力
意
思
を
内
外
に
公
表
し
た
。

パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
大
統
領
は
、
こ
の
米
国
政
府
の
姿
勢
に
答
え
る
べ
く
一
九
九
九
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
経
済

の
復
興
、
社
会
開
発
、
違
法
作
物
の
根
絶
、
お
よ
び
停
滞
中
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
和
平
交
渉
の
活
性
化
を
内

容
と
す
る
七
五
億
ド
ル
（
う
ち
四
八
億
六
四
〇
〇
万
ド
ル
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
負
担
、
二
六
億
三
六
〇
〇
万
ド

ル
を
外
国
政
府
の
協
力
）
の
「
プ
ラ
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
を
発
表
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
こ
れ
を
基
に

援
助
内
容
を
修
正
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
、
南
米
の
コ
カ
イ
ン
産
出
国
に
対
す
る
麻
薬
対
策
の
た
め
総

額
一
三
億
ド
ル
の
プ
ラ
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ
の
援
助
を
決
定
し
た
。
米
国
の
援
助
の
名
目
は
麻
薬
対
策
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
対
す
る
平
均
約
七
億
ド
ル
の
援
助
の
中
身
は
、
政
府
軍
、

警
察
に
対
す
る
攻
撃
型
ヘ
リ
「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ク
」
の
供
与
を
含
む
軍
事
援
助
が
約
八
〇
％
を
占
め
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
麻
薬
に
対
す
る
戦
い
の
政
策
を
強
化
し
、
と
く
に
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
事
件

を
契
機
に
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
な
ど
ゲ
リ
ラ
組
織
を
テ
ロ
リ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
に
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
表
向
き
は
消

極
的
で
あ
っ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
い
を
テ
ロ
と
の
戦
い
と
い
う
名
目
で
支
援
す
る
こ
と
を
開
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始
し
た
。
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
麻
薬
対
策
の
支
援
と
ゲ
リ
ラ
と
の
内
戦
の
支
援
と
の
区
別
が
な
く
な

り
、〝
麻
薬
ゲ
リ
ラ
〞
に
対
す
る
強
力
な
支
援
が
開
始
さ
れ
た
。

五　

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
勢
力
盛
衰
と
麻
薬

（
１
）
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る
ビ
オ
レ
ン
シ
ア

こ
の
節
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
勢
力
の
盛
衰
と
麻
薬
と
の
つ
な
が
り
の
経
緯
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

表
７
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
表
７
は
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
兵
士
数
の
推
移
と
主
要
な
出
来
事
を
ダ
ニ
エ
ル
・

ペ
コ
ー
の
時
期
区
分
を
参
考
に
し
な
が
ら
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
期
の
準
備
期
は
、Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
組
織
さ
れ
た
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
の
一
五
年
間
で
、

兵
員
数
も
小
規
模
で
あ
り
実
体
は
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
誕
生
以
前
の
農
村
の
〝
自
衛
団
組
織
〞
で
あ
る
。
活
動
範
囲

は
、
か
つ
て
〝
独
立
共
和
国
〞
と
称
し
て
い
た
ウ
ィ
ラ
県
や
ト
リ
マ
県
を
中
心
と
し
、〝
武
装
入
植
者
〞

の
よ
う
な
形
で
農
民
と
ゲ
リ
ラ
兵
士
が
一
緒
に
カ
ケ
タ
県
南
部
、
メ
タ
県
西
部
お
よ
び
マ
グ
ダ
レ
ナ
河
中

流
域
に
進
出
し
て
行
っ
た
。
こ
の
時
期
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
財
源
は
大
部
分
が
恐
喝
、ゆ
す
り
に
よ
る
も
の
で
、
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資
金
調
達
力
が

弱
く
、
従
っ
て

武
器
の
装
備
も

ラ
・
ビ
オ
レ
ン

シ
ア
時
代
に
警

察
や
政
府
軍
か

ら
奪
っ
た
も
の

が
中
心
で
あ
っ

た
。第

二
期
の

拡
大
期
は
、

一
九
八
〇
年
か

ら
一
九
九
〇
年

ま
で
の
一
〇
年

間
続
く
。
こ
の

表7　FARCの勢力の推移
（単位：人）

年 兵士数 主要な出来事

準
備
期

1966 400

1970 650

1973年 FARCの参謀本部に「書記局」を設置し、戦略を担当
1974 700 1974年 4前線を編成
1978 850

拡
大
期

1982 1,300 1982年 24前線を編成（第7回ゲリラ会議）
名称をFARC-EPとし、「8年以内に暫定政府を樹立す
ることを目標

1983年 48前線を編成
1984年 政府と停戦協定に合意
1985年 政党Union Patrióticaを結成

1986 3,650

1990 8,200 1990年 武力闘争を再開

攻
撃
期

1993年 ゲリラ軍組織の再編成（第8回ゲリラ会議）
1994 9,500

1998 11,300 1998年「治安部隊撤退地域」設定
1999 12,000 1999年 パストラーナ大統領と和平交渉につき合意
2000 16,492

2001 16,980

後
退
期

2002 16,900 2002年 政府との和平交渉断絶
2003 13,293 2003年 ラウル・レジェス死亡
2004 12,515

2007年 資金調達力の回復（第9回ゲリラ会議）
2008 8,900 2008年 マヌエル・マルランダ最高司令官死亡

アルフォンソ・カノが最高司令官就任
2009 8,000

2010年 モノ・ホホイ死亡
出所：Pècaut, p.106, 兵士数はコロンビア国防省のConsolidación de la seguridad 

democrática 2010をもとに筆者が作成
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時
期
は
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
み
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
、
Ｅ
Ｐ
Ｌ
、
Ｍ
─19
お

よ
び
Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ
な
ど
の
小
規
模
武
装
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
活
発

に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
勢
力
を
拡
大
し
た
。
そ
の
第
一
の
要
因
は
、

一
九
七
九
年
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
・
ソ
モ
サ
大
統
領

政
権
が
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
の
Ｆ
Ｓ
Ｌ
Ｎ
に
倒
さ
れ
、
革
命
的
気
運

が
高
ま
り
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
者
が
革
命
運
動
に
新

規
に
参
加
し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
は
、
ゲ

リ
ラ
の
資
金
調
達
力
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
出
の
図
８

（
一
六
二
頁
）
を
見
る
と
、
一
九
八
〇
年
か
ら
誘
拐
率
が
急
上
昇

し
て
い
る
が
、
ゲ
リ
ラ
組
織
が
そ
の
資
金
源
と
し
て
誘
拐
を
日
常

的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

最
も
誘
拐
件
数
が
多
い
の
が
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
、
そ
れ
に
Ｅ
Ｌ
Ｎ
と

Ｅ
Ｐ
Ｌ
が
次
い
で
い
る
（
表
８
参
照
）。
な
お
、
こ
の
表
８
で
は
、

一
般
犯
罪
の
誘
拐
件
数
が
最
も
多
い
が
、
こ
の
な
か
に
は
、
メ
デ

ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
が
米
国
へ
の
犯
罪
者
引
き
渡
し
に
抵
抗
し
て
実

表8　1981年～ 2003年の誘拐の実行犯別内訳
（単位：人、％）

実行犯 件　数 割　合
FARC 6,943 25

ELN 6,912 25

EPL 1,109 3

M-19 179 1

その他のゲリラ組織 605 2

一般犯罪 12,347 39

パラミリタリー 1,098 3

不明 1,634 5

合　計 31,827 100

出所：Pécaut, p.92
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行
し
た
誘
拐
が
含
ま
れ
て
お
り
、
図
８
に
お
け
る
一
九
九
一
年
頃
の
ピ
ー
ク
は
麻
薬
戦
争
中
の
誘
拐
件
数

の
急
増
を
物
語
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
誘
拐
の
手
口
は
、
特
定
の
人
間
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
行
う
誘
拐
と
、
郊
外
の
道
路
で

通
り
が
か
り
の
車
を
停
止
さ
せ
て
行
う〝
奇
跡
の
釣
り（pescas m

ilagrosas

）〞と
呼
ば
れ
る
誘
拐
が
あ
り
、

後
者
が
一
般
市
民
の
生
活
を
著
し
く
脅
か
し
、
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
二
五
年
間
、
車
で

地
方
を
旅
行
し
た
り
、
夜
間
走
行
す
る
こ
と
が
極
め
て
危
険
な
状
況
が
続
い
た
。

そ
の
他
の
資
金
源
と
し
て
は
、
ゲ
リ
ラ
組
織
ご
と
に
特
定
の
得
意
分
野
が
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は

一
九
八
〇
年
代
か
ら
コ
カ
イ
ン
を
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
は
石
油
産
業
と
金
の
採
掘
を
、
Ｅ
Ｐ
Ｌ
は
バ
ナ
ナ
産
業
を
、

Ｍ
─19
は
こ
れ
ら
す
べ
て
に
加
え
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ
ル
と
の
結
び
つ
き
を
特
徴
と
し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
一
九
七
四
年
の
第
五
回
ゲ
リ
ラ
会
議
で
〝
前
線
（frente

）〞
と
称
す
る
部
隊
（
行
動
部

隊
（colum

na

と
呼
ば
れ
る
兵
士
一
一
〇
人
で
構
成
）
二
箇
部
隊
で
構
成
）
を
四
隊
編
成
し
、
将
来
ア
ン
テ
ィ

オ
キ
ア
県
に
第
五
前
線
、
バ
ジ
ェ
・
デ
・
カ
ウ
カ
県
に
第
六
前
線
を
作
る
計
画
を
決
定
し
て
い
た
が
、

一
九
八
二
年
五
月
の
第
七
回
ゲ
リ
ラ
会
議
に
お
い
て
、
国
際
法
上
の
交
戦
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ

う
名
称
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
─Ｅ
Ｐ
（E

jército del P
ueblo

：
人
民
軍
）
に
改
め
る
と
と
も
に
前
線
を
二
四
隊
に
増
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や
し
、
八
年
以
内
に
現
体
制
を
倒
し
「
暫
定
政
府
」
を
樹
立
す
る
と
い
う
目
標
を
樹
立
し
た
。
さ
ら
に
、

一
九
八
四
年
に
前
線
数
を
四
八
部
隊
に
倍
増
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
急
速
に
勢
力
の
拡
大
を
図
っ
た
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
こ
の
よ
う
に
そ
の
体
制
を
拡
充
、
強
化
し
始
め
た
一
九
八
二
年
八
月
に
大
統
領
に
就
任
し

た
保
守
党
の
ベ
リ
サ
リ
オ
・
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
・
ク
ア
ル
タ
ス
（B

elisario B
etancur C

uartas　

一
九
八
二

年
〜
一
九
八
六
年
在
職
）
は
、
就
任
式
に
お
け
る
演
説
で
ゲ
リ
ラ
組
織
と
の
休
戦
を
提
案
し
、
和
平
委
員

会
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
ゲ
リ
ラ
側
が
交
渉
の
場
に
出
る
た
め
の
呼
び
水
と
し
て
、
武
装
解
除
の
条
件

な
し
に
投
降
ゲ
リ
ラ
の
免
責
を
定
め
た
法
律
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
法
律
に
よ
り
一
〇
八
九
人
の

収
監
中
の
ゲ
リ
ラ
兵
士
に
特
赦
を
与
え
解
放
し
た
（
内
訳
は
、
Ｍ
─19
が
八
一
八
人
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
一
五
二
人
、

Ｅ
Ｌ
Ｎ
が
七
五
人
）。

ベ
タ
ン
ク
ー
ル
政
権
の
和
平
努
力
に
よ
り
、
一
九
八
四
年
三
月
、
メ
タ
県
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
本
拠
地
に
お
い

て
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
一
年
間
の
停
戦
と
誘
拐
や
強
要
な
ど
の
テ
ロ
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
を
合
意
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
合
意
に
は
武
器
の
放
棄
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
停
戦
協
定
調
印
後
、
政
府
は
Ｍ
─19
お
よ
び
Ｅ
Ｐ
Ｌ
と
の
停
戦
協
定
に
も
調
印
し
た
が
、

Ｅ
Ｌ
Ｎ
は
交
渉
に
は
参
加
し
た
も
の
の
停
戦
協
定
に
は
合
意
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
停
戦
協
定
に
調
印

し
た
ゲ
リ
ラ
組
織
に
お
い
て
も
内
部
に
反
対
派
を
抱
え
て
お
り
、
こ
の
一
時
的
停
戦
が
恒
久
的
停
戦
に
つ
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な
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

図
８
（
一
六
二
頁
）
の
殺
人
率
と
誘
拐
率
が
一
九
八
五
年
に
か
け
て
低
下
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
停
戦

協
定
の
影
響
で
あ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
戦
略
担
当
幹
部
の
ハ
コ
ボ 

・ 

ア
レ
ー
ナ
ス
は
、一
九
八
五
年
に
公
表
し
た
論
文
に
お
い
て
、

停
戦
は
ゲ
リ
ラ
の
地
域
的
拡
大
と
政
権
を
奪
取
す
る
計
画
を
継
続
す
る
た
め
の
合
法
性
の
外
観
以
上
の
何

物
で
も
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（C

ese el fuego,U
na historia política de las FA

R
C

, 1985

）。

一
九
八
五
年
三
月
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
合
法
政
党
「
愛
国
同
盟
」（U

nión P
atriótica

）
を
結
成
し
、
共
産

党
と
と
も
に
政
党
政
治
の
な
か
で
社
会
改
革
を
行
う
方
針
に
転
換
し
た
。
結
成
後
最
初
の
国
会
議
員
選

挙
で
は
、
愛
国
同
盟
と
共
産
党
を
合
わ
せ
て
下
院
（
定
員
一
六
六
人
）
で
九
人
、
上
院
（
定
員
一
〇
二
人
）

で
五
人
を
当
選
さ
せ
、
一
九
八
八
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
愛
国
同
盟
党
か
ら
二
三
人
の
市
長
を
誕
生
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
愛
国
同
盟
結
成
後
五
年
間
で
国
お
よ
び
地
方
合
わ
せ
て
一
〇
〇
〇
人
以

上
の
愛
国
同
盟
党
員
が
暗
殺
さ
れ
、
こ
の
な
か
に
は
、
一
九
八
六
年
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
愛
国
同
盟
の

候
補
ハ
イ
メ
・
パ
ル
ド
・
レ
ア
ル
や
一
九
九
〇
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
同
党
候
補
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ハ

ラ
ミ
ー
ジ
ョ
・
オ
ッ
サ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
愛
国
同
盟
に
対
す
る
攻
撃
は
、
前
述
の
メ
デ
ジ
ン
・
カ
ル
テ

ル
の
ロ
ド
リ
ゲ
ス 

・ 

ガ
チ
ャ
に
よ
る
も
の
と
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
に
よ
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
ベ
タ
ン
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ク
ー
ル
大
統
領
の
和
平
路
線
に
反
対
で
あ
っ
た
政
府
軍
や
政
界
の
一
部
も
関
与
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
一
九
九
〇
年
に
愛
国
同
盟
の
大
統
領
候
補
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ハ
ラ
ミ
ー
ジ
ョ
党
首
が
パ

ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
Ａ
Ｕ
Ｃ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
自
衛
連
合
）
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
カ
ル
ロ
ス
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ

に
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
再
び
武
力
闘
争
に
戻
る
こ
と
を
決
定
し
、
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
の
和
平

努
力
は
短
期
間
で
水
泡
に
帰
し
た
。

第
三
期
の
攻
撃
期
は
、
武
力
闘
争
に
復
帰
し
た
一
九
九
〇
年
か
ら
ウ
リ
ベ
大
統
領
が
就
任
す
る

二
〇
〇
二
年
ま
で
の
一
二
年
間
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
と
ソ
連
の
解
体
と
い
う
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
に
と
っ
て
逆
風

の
環
境
に
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
三
月
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
バ
ル
コ
・
バ
ル
ガ
ス
（V

irgilio B
arco Vargas 

一
九
八
六
年
〜
一
九
九
〇
年
在
職
）
大
統
領
は
、
Ｍ
─19
の
指
導
者
カ
ル
ロ
ス
・
ピ
サ
ロ
・
レ
オ
ン
ゴ
メ
ス

と
の
間
で
五
三
項
目
の
政
治
改
革
案
の
検
討
を
約
束
し
、
武
装
放
棄
と
政
治
制
度
へ
の
復
帰
を
条
件
と
す

る
動
員
解
除
協
定
を
締
結
し
た
。
ピ
サ
ロ
は
、
一
九
九
〇
年
の
大
統
領
選
挙
に
合
法
政
党
と
し
て
組
織
し

た
「
民
主
行
動
Ｍ
─19
」
の
大
統
領
候
補
と
し
て
出
馬
し
た
が
、
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
Ａ
Ｕ
Ｃ
に
よ
る
ア

ビ
ア
ン
カ
航
空
機
の
爆
破
で
暗
殺
さ
れ
た
。
ま
た
、
バ
ル
コ
の
次
の
自
由
党
の
セ
サ
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・



174

ガ
ビ
リ
ア
・
ト
ゥ
ル
ヒ
ー
ジ
ョ
（C

ésar A
ugusto G

aviria Trujillo　

一
九
九
〇
年
〜
一
九
九
四
年
在
職
）

大
統
領
は
、
新
た
に
憲
法
を
制
定
す
る
会
議
に
ゲ
リ
ラ
が
参
加
す
る
よ
う
慫
慂
し
、
Ｅ
Ｐ
Ｌ
、
Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｌ

と
そ
の
他
の
小
規
模
グ
ル
ー
プ
が
動
員
解
除
に
応
じ
た
。
し
か
し
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
Ｅ
Ｌ
Ｎ
は
武
力
闘
争
で

政
権
を
奪
取
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
判
断
し
て
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
政
府
は
こ
の
両
グ
ル
ー
プ

と
一
九
九
一
年
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
カ
ラ
カ
ス
で
、
一
九
九
二
年
に
メ
キ
シ
コ
の
ト
ラ
ス
カ
ラ
に
お
い
て
停

戦
の
た
め
の
交
渉
を
行
っ
た
が
、
武
装
放
棄
を
条
件
と
す
る
政
府
と
ゲ
リ
ラ
の
身
の
安
全
の
保
証
の
た
め

に
政
府
軍
、
警
察
が
撤
退
す
る
不
可
侵
地
域
の
設
定
を
求
め
る
ゲ
リ
ラ
側
の
要
求
と
が
衝
突
し
て
、
合
意

に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
和
平
交
渉
中
に
も
、
政
府
軍
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
拠
点
へ
の
攻
撃
、
ゲ
リ
ラ
側
に
よ

る
政
界
要
人
の
誘
拐
、
殺
害
事
件
が
発
生
し
て
和
平
へ
の
環
境
が
悪
化
し
、
政
府
は
、
ゲ
リ
ラ
側
に
真
剣

に
平
和
を
望
む
意
思
が
な
い
と
し
て
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
。
一
九
九
二
年
一
一
月
、
政
府
は
国
内
騒
擾
事

態
を
宣
言
し
、
各
種
立
法
政
令
を
公
布
し
て
ゲ
リ
ラ
掃
討
作
戦
を
強
化
し
た
。
な
お
こ
の
間
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
分

派
の
Ｃ
Ｒ
Ｓ
（
社
会
主
義
革
命
派
、
約
四
五
〇
人
）
は
政
府
と
交
渉
を
継
続
し
、
一
九
九
四
年
四
月
、
社
会

投
資
お
よ
び
政
治
参
加
の
拡
大
、
人
権
擁
護
の
強
化
、
恩
赦
の
実
施
な
ど
を
条
件
に
武
装
放
棄
し
た
。

一
方
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
一
九
九
一
年
以
降
ほ
ぼ
全
土
に
前
線
部
隊
を
展
開
し
、
政
府
軍
に
対
し
て
執

拗
な
攻
撃
を
続
け
た
が
、
そ
の
規
模
お
よ
び
回
数
は
か
つ
て
の
自
衛
団
組
織
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
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い
ほ
ど
強
力
か
つ
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
第
八
回
ゲ
リ
ラ
会
議
を
開
き
、

一
九
八
二
年
以
降
の
組
織
体
制
の
変
更
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
最
高
指
令
官
の
マ
ル
ラ
ン
ダ
・
ベ
レ
ス

の
指
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、一
九
九
〇
年
に
戦
略
担
当
で
あ
っ
た
ハ
コ
ボ 

・ 

ア
レ
ー
ナ
ス
が
死
亡
し
、

共
産
党
と
の
関
係
が
絶
た
れ
た
状
況
の
も
と
で
、
ひ
た
す
ら
武
力
闘
争
に
突
入
す
る
方
向
を
決
定
づ
け
る

も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
二
年
の
「
暫
定
政
府
」
の
樹
立
と
い
う
目
標
を
具
体
化
し
、
そ
の

た
め
に
政
府
軍
の
能
力
を
超
え
る
軍
事
作
戦
を
可
能
と
す
る
よ
う
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
軍
事
組
織
を
再
編
す
る
と
い

う
基
本
方
針
を
決
定
し
た
。

一
九
九
五
年
以
降
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
従
来
の
ゲ
リ
ラ
戦
争
の
段
階
か
ら
本
格
戦
争
の
段
階
へ
と
レ
ベ
ル
を
上

げ
、
政
府
軍
の
駐
屯
地
に
対
す
る
攻
撃
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
攻
撃
能
力
を
示
し
、
ま
た
、
実
際
に
政
府

軍
駐
屯
地
に
大
き
な
損
害
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
９
は
、
極
左
非
合
法
武
装
ゲ
リ
ラ
の
出
現
後
、
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
戦
闘
行
動
に
よ
る
政
府
軍
、
ゲ

リ
ラ
、
お
よ
び
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
兵
士
な
ら
び
に
民
間
人
の
死
者
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
ま
で
の
合
計
死
者
数
二
万
五
七
五
五
人
の
う
ち
こ
の
第
三
期
の
死
者
数
が
八
四・二
％
を
占

め
、
こ
の
期
の
戦
闘
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
同
表
９
の

二
〇
〇
二
年
ま
で
の
合
計
死
者
数
の
内
訳
は
、
ゲ
リ
ラ
兵
士
五
八・〇
％
、
政
府
軍
兵
士
一
九・一
％
、
警
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察
官
九・四
％
、パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー

兵
士
八・
五
％
、
民
間
人
お
よ
び

治
安
行
政
局
（
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
職
員
五・

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
五
年
の
時
点
で

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
範
囲
に
入
っ

て
い
る
全
国
の
市
町
村
は
、
全
体

の
五
九・
八
％
に
達
し
た
。
こ
の

率
は
、
一
〇
年
前
の
一
九
八
五
年

が
一
七・
二
％
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
驚
異
的
な
躍
進
状
況

を
示
し
て
い
る
。

一
九
九
八
年
の
大
統
領
選
挙

は
、
こ
の
よ
う
な
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の

攻
撃
に
対
し
て
和
平
交
渉
以
外

表9　1964年以降の戦闘行動による死者の推移

年 死者数（人） 年 死者数（人）
1964～ 1975 500 1992 1,638

1976 18 1993 1,150

1977 19 1994 1,083

1978 24 1995 894

1979 50 1996 731

1980 21 1997 1,271

（小計）632 1998 1,495

1981 95 1999 1,510

1982 69 2000 1,751

1983 173 2001 3,318

1984 225 2002 4,251

1985 386 （小計）21,685

1986 362 2003 2,563

1987 313 2004 2,556

1988 1,083 2005 2,587

1989 732 2006 2,761

（小計）3,438 2007 2,524

1990 1,229 2008 1,557

1991 1,364 合計 29,046

出所：CINEP

（注）2003年以降は政府軍とゲリラ兵士の死亡者数の合計（出所：
国防省）
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で
は
武
力
紛
争
の
解
決
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
世
論
を
背
景
に
各
候
補
者
が
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
和
平
努
力

を
公
約
し
た
。
こ
の
選
挙
で
当
選
し
た
保
守
党
の
ア
ン
ド
レ
ス
・
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
ラ
ン
ゴ
（A

ndrés 

P
astrana A

rango　

一
九
九
八
年
〜
二
〇
〇
二
年
在
職
）
大
統
領
は
、
当
選
後
就
任
前
の
段
階
で
自
ら
Ｆ
Ａ

Ｒ
Ｃ
の
本
拠
地
を
訪
れ
最
高
指
令
官
の
マ
ル
ラ
ン
ダ
と
会
っ
て
和
平
対
話
の
意
思
を
確
認
し
た
。
こ
の
大

統
領
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
和
平
に
向
け
て
の
大
胆
か
つ
果
敢
な
動
き
と
し
て
世
論
に
歓
迎
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年
一
一
月
、
政
府
は
南
部
の
カ
ケ
タ
県
カ
グ
ア
ン
周
辺
五
市
（
面
積
は
四
万
二
〇
〇
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、概
ね
ス
イ
ス
の
国
土
と
同
じ
規
模
）
を
「
治
安
維
持
部
隊
撤
退
地
域
（despeje

）」
と
設
定
し
、

翌
年
一
月
か
ら
交
渉
を
開
始
し
た
が
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
次
々
と
交
渉
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て
注
文
を
つ
け
て
話

し
合
い
を
引
き
延
ば
し
、結
局
三
年
間
実
質
的
交
渉
に
入
る
こ
と
な
く
こ
の
交
渉
ス
キ
ー
ム
は
断
絶
し
た
。

こ
の
和
平
交
渉
の
期
間
中
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
「
撤
退
地
域
」
外
に
お
い
て
同
時
多
発
的
武
装
襲
撃
や
誘
拐

を
継
続
し
た
た
め
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
交
渉
意
思
に
つ
い
て
疑
問
が
提
起
さ
れ
、
政
府
内
部
に
お
い
て
も
「
撤

退
地
域
」
設
定
の
期
間
延
長
を
め
ぐ
り
異
論
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
こ
の

地
域
内
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
革
命
軍
（
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
の
軍
事
専
門
家
を
招
い
て
ゲ
リ
ラ
兵
士
の
訓
練
を
行
い
、

ま
た
爆
発
物
の
製
造
方
法
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
の
戦
闘
能
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
コ
カ
の

栽
培
を
増
や
し
て
資
金
源
と
し
て
の
コ
カ
イ
ン
の
生
産
か
ら
密
売
ま
で
手
を
広
げ
、
さ
ら
に
、
治
安
当
局
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不
在
と
い
う
状
況
を
利
用
し
て
住
民
の
強
制
徴
兵
や
権
利
侵
犯
行
為
を
行
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
に
入
る
と
和
平
交
渉
の
継
続
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
駐
コ

ロ
ン
ビ
ア
国
連
代
表
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
外
国
政
府
の
代
表
な
ど
の
仲
介
に
よ
り
、
一
月
二
〇
日
、
四

月
ま
で
の
停
戦
合
意
が
成
立
し
、
交
渉
の
再
開
に
向
け
仲
介
国
の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
月

二
〇
日
に
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
航
空
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
、
ゲ
ッ
チ
ャ
ム
上
院
議
員
を
拉
致
す
る
事
件
を
起
こ

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
大
統
領
は
「
撤
退
地
域
」
の
攻
撃
を
命
じ
て
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
何

の
成
果
も
生
ま
ず
終
了
し
た
。

こ
の
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
軍
事
的
能
力
を
高
め
、
ま
た
麻
薬
へ
の
関
与

を
よ
り
大
き
く
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
、
二
〇
〇
二
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
へ
の

強
硬
姿
勢
を
公
け
に
掲
げ
た
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
的
新
人
候
補
で
あ
っ
た
ア
ル
バ
ロ
・
ウ
リ
ベ
・
ベ
レ
ス
を
有

力
な
大
統
領
候
補
に
格
上
げ
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

（
２
）
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
コ
カ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
こ
の
時
期
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ｆ
（
金
融
情
報
分
析
特
別
庁
）
の
調
査
結
果

を
使
っ
て
、
そ
の
特
徴
を
分
析
し
て
み
た
い
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
〇
五
年
を
対
象
と
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し
て
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
収
入
と
一
定
の

支
出
項
目
を
推
計
し
て
い
る
が
、

二
〇
〇
三
年
の
収
支
を
見
る
と
、

収
入
は
最
大
一
三
億
二
〇
〇
〇
万

ド
ル
最
小
七
億
四
三
〇
〇
万
ド

ル
で
平
均
一
〇
億
二
二
〇
〇
万
ド

ル
、
人
件
費
を
除
く
支
出
は
最

大
二
億
七
四
〇
〇
万
ド
ル
最
小

一
億
九
二
〇
〇
万
ド
ル
で
平
均

二
億
三
三
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
り
、
収

支
差
は
平
均
で
七
億
八
九
〇
〇
万
ド

ル
の
余
剰
と
な
っ
て
い
る
。

表
10
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
調
査
結
果

に
筆
者
が
推
計
し
た
数
字
を
加
え
加

工
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る（
注
）。

表10　2003年FARCの収支構造内訳
（単位：100万ドル、％）

支出
構成比

収入
構成比

最大 最小 最大 最小
構成員食糧費 4.1 5.1 コカ売買 5.4 50.1

誘拐人質食糧費 0.3 0.2 コカ生産徴収 0.1 0.1

武器購入費 5.2 2.5 コカ精製徴収 0.1 0.1

武器被押収 2.5 1.4 コカベース徴収 0.5 0.4

テロ用物資 35.4 31.3 滑走路使用料 0.2 0.2

爆発物 0.5 0.2 （コカ関連小計） 46.2 50.8

物資被押収 1.8 0 誘拐 6.7 1.5

化学薬品 38.6 49.1 恐喝 41.8 42.2

ラボ用燃料 1.6 1.9 燃料盗 1.1 0.9

研修・訓練 0.6 0.4 家畜盗 1.4 2.1

交通・通信 1.2 1.5

ガソリン代 0.5 0.5 投資収益 3.0 2.4

収監者援助 0.9 0.4 その他 2.8 0.1

家族援助 0.7 0.1

その他 6.6 5.4

物件費支出計 (100) (100) 収入計 (100) (100)

274.4 192.1 1,320.4 742.8

人件費支出 94.0 72.3

収入－支出 952.0 478.4

出所：UIAF、2005の数字に筆者の推計を加えて作成
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（
注
）
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
構
成
員
一
人
当
た
り
費
用
推
計
に
、
二
〇
〇
三
年
の
兵
士
数
と
協

力
者
数
を
推
計
し
て
一
万
六
〇
〇
〇
人
と
仮
置
き
し
て
算
出
し
、
最
小
の
数
字
と
し
た
。
最
大
は
、
最

小
の
数
字
を
三
〇
％
増
と
し
た
も
の
を
用
い
た
。

こ
の
表
10
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
コ
カ
関
連
の
収
入
が
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
、
コ
カ
関
連
収
入
の

み
で
全
体
の
支
出
が
十
分
賄
え
、
コ
カ
ビ
シ
ネ
ス
の
収
益
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
恐
喝
に

よ
る
収
入
が
四
〇
％
を
超
え
、
当
初
か
ら
の
「
革
命
税
」
と
い
っ
た
名
目
の
徴
収
や
そ
の
後
の
企
業
な
ど

へ
の
脅
迫
に
よ
る
徴
収
が
、
重
要
な
資
金
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
時

点
で
は
誘
拐
の
比
率
が
六・七
％
と
あ
ま
り
大
き
く
な
い
が
、
誘
拐
に
よ
る
身
代
金
収
入
に
対
す
る
人
質

の
食
料
費
の
割
合
は
一
％
程
度
で
、
資
金
源
と
し
て
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
の
二
〇
〇
五
年
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、
コ
カ
関
連
収
入
の
割
合
が
収
入
全
体
の
六
六・二
％

に
上
昇
し
、
誘
拐
収
入
の
割
合
が
〇・六
％
に
低
下
し
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
ま
す
ま
す
麻
薬
を
資
金
源

と
し
て
き
て
お
り
、コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
麻
薬
密
売
取
引
の
主
役
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
３
）
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
と
政
府
と
の
戦
闘

こ
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
「
攻
撃
期
」
に
最
も
激
し
く
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
立
ち
向
か
っ
た
の
は
、
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
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で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
は
じ
め
に
武
装
解
除
に
応
じ
た
Ｅ
Ｐ
Ｌ
な
ど
の
ゲ
リ
ラ
組
織
の
元
兵
士
の
な

か
に
は
、
そ
の
後
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
に
加
入
す
る
者
が
多
く
、
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
戦
闘
能
力
も
飛
躍
的

に
高
ま
っ
た
。
一
九
九
三
年
に
元
Ｅ
Ｐ
Ｌ
の
兵
士
と
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
は
じ
め
て
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
の
を

皮
切
り
に
、
一
九
九
五
年
頃
か
ら
コ
カ
の
栽
培
地
域
で
あ
る
カ
ケ
タ
県
、
カ
ウ
カ
県
、
チ
ョ
コ
県
お
よ
び

ア
ラ
ウ
カ
県
な
ど
で
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
間
で
コ
カ
イ
ン
の
密
輸
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め

の
激
し
い
戦
闘
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
の
戦
闘
行
為
の
な
か
で
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
が
支
配

す
る
地
域
の
住
民
の
虐
殺
を
行
い
、
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
一
〇
年
間
で
、
毎
年
少
な
く
と
も

五
〇
〇
人
を
下
回
ら
な
い
住
民
が
犠
牲
に
な
り
、
ピ
ー
ク
の
二
〇
〇
二
年
に
は
約
一
五
〇
〇
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
、
こ
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
の
結
果
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
内
に
戦
闘
地
域
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
離
村
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
約
三
〇
〇
万
人
の
国
内
避
難
民
が
発
生
し
、
現
在
で
も
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
期
の
後
退
期
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ア
ル
バ
ロ
・
ウ
リ
ベ
・
ベ
レ
ス
（Á

lvaro U
ribe V

élez 

二
〇
〇
二
年
〜
二
〇
一
〇
年
在
職
）
大
統
領
の
就
任
か
ら
始
ま
り
、
現
在
に
至
る
期
間
で
あ
る
。

ウ
リ
ベ
大
統
領
は
、
メ
デ
ジ
ン
市
長
（
一
九
八
二
年
〜
一
九
八
五
年
）、
自
由
党
上
院
議
員
（
一
九
八
六
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年
〜
一
九
九
四
年
）、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
県
知
事
（
一
九
九
五
年
〜
一
九
九
七
年
）
な
ど
を
歴
任
し
た
政
治

家
で
あ
る
が
、
思
想
的
に
は
保
守
党
に
近
い
。
自
分
の
父
親
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
誘
拐
さ
れ
殺
害
さ
れ
た
経
験

か
ら
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
対
す
る
敵
対
意
識
が
強
く
、
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
大
統
領
が
推
進
し
た
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
和

平
路
線
を
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
で
、
二
〇
〇
二
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
「
プ
リ
メ
ー
ロ
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
」
と
い
う
新
党
を
結
成
し
て
立
候
補
し
、
得
票
率
五
三
％
と
い
う
国
民
の
支
持
を
得
て
当
選
し
た
。

大
統
領
就
任
後
最
も
力
を
入
れ
た
政
策
は
、「
民
主
的
治
安
対
策
（Seguridad D

em
ocrática

）」
（
注
）

と
呼

ば
れ
る
政
府
軍
、
警
察
の
体
制
強
化
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
人
税
の
臨
時
増
税
（
基
本
税
率
三
五
％
に

一
〇
％
の
上
乗
せ
、
税
収
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
〇・五
％
相
当
）
と
財
産
税
の
復
活
（
一
定
額
以
上
の
流
動
資
産
に
対
す

る
税
率
一・二
％
の
課
税
、
同
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
〇・二
％
相
当
）
に
よ
り
政
府
軍
お
よ
び
警
察
の
規
模
拡
大
と
強
化

を
図
っ
た
。（

注
）
治
安
対
策
に
〝
民
主
的
〞
と
い
う
形
容
詞
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
政
府
軍
、
警
察
に
よ
る
治
安
対
策
を

国
民
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
せ
ず
に
行
う
と
い
う
政
策
意
図
を
強
調
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
政
府

軍
や
警
察
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
掃
討
作
戦
に
お
い
て
人
権
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
国
際
機
関
や
人
権

運
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
批
判
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
政
権
発
足
当
時
全
国
で
警
察
不
在
の
市
町
村
が
一
九
九
（
市
町
村
全
体
の
二
割
弱
）
あ
っ
た
の
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を
在
任
中
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
か
ら
着

手
し
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
す
べ
て
の

市
町
村
に
警
察
を
配
置
す
る
こ
と
を
完

了
し
た
。

表
11
は
、
二
〇
〇
二
年
以
降
で
国
軍

の
兵
士
が
一
二
万
人
、
警
察
が
五
万
人

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
表
12
は
、
政
府
軍
、
警
察

の
体
制
強
化
の
予
算
的
裏
付
け
を
示
し

て
い
る（
注
）。

（
注
）
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
国
家
警
察

は
、
国
防
省
内
部
の
一
部

局
を
構
成
し
て
お
り
、
予

算
は
国
防
省
予
算
に
一
括

計
上
さ
れ
る
。

表11　政府軍および国家警察の定員の推移

1981 1991 2001 2007 2008 2009

政府軍 65,000 100,000 166,982 270,634 285,700 285,189

国家警察 57,213 82,715 102,235 135,644 145,871 152,359

出所：国防省、前掲資料

表12　防衛・警察予算の推移
（単位：対GDP比％）

2001 2008 増減
国防省
　　政府軍

4.18
3.04

　　警察 1.65

計 4.18 4.69 0.51

2002 2008 増減
米国（プランコロンビア） 0.50 0.33 -0.17

諸外国援助 0.12 0.05 -0.07

出所：国防省
（注）コロンビアの国家警察は、国防省内部の一部局を構成しており、予算は国防省
予算に一括計上される。

｝
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コ
ロ
ン
ビ
ア
は
こ
の
国
防
省
予
算
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
世
界
で
も
最
も
高
い
国
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

る
。二

〇
〇
一
年
時
点
で
政
府
軍
の
兵
士
数
（
一
六
万
七
〇
〇
〇
人
）
と
非
合
法
武
装
勢
力
の
兵
士
数
（
Ｆ

Ａ
Ｒ
Ｃ
一
万
六
九
〇
〇
人
、Ｅ
Ｌ
Ｎ
三
七
〇
〇
人
、
Ａ
Ｕ
Ｃ
一
万
二
一
七
五
人
の
計
三
万
二
七
七
五
人
）
の
比
は
、

概
ね
五
対
一
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
二
八
対
一
と
圧
倒
的
な
政
府
軍
の
優
位
が
確
立
し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
後
退
の
要
因
を
時
系
列
的
に
分
析
す
る
と
、
次
の
四
点
が
指
摘
で
き
る
。

第
一
は
、一
九
九
五
年
以
降
の
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
と
の
消
耗
戦
の
過
程
で
多
く
の
一
般
国
民
を
虐
殺
し
、

三
〇
〇
万
人
に
も
及
ぶ
国
内
避
難
民
を
発
生
さ
せ
、
ま
た
、
資
金
調
達
の
た
め
に
麻
薬
の
最
大
の
密
売
組

織
と
な
っ
た
こ
と
で
、
一
般
国
民
の
支
持
を
失
っ
た
。

第
二
は
、
プ
ラ
ン 

・ 

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
よ
る
米
国
の
援
助
に
よ
り
、
政
府
軍
の
装
備
の
近
代
化
が
図
ら
れ
、

さ
ら
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
能
力
が
格
段
に
向
上
し
た
。

第
三
は
、
政
府
軍
と
警
察
の
大
幅
増
員
に
よ
り
、
国
内
全
域
に
治
安
当
局
の
存
在
が
確
保
さ
れ
、
Ｆ
Ａ

Ｒ
Ｃ
の
行
動
が
制
約
さ
れ
、
作
戦
遂
行
が
困
難
に
な
っ
た
。

第
四
は
、
政
府
と
米
国
に
よ
る
麻
薬
対
策
（
コ
カ
の
抜
根
、
除
草
剤
の
散
布
お
よ
び
コ
カ
イ
ン
な
ど
の
押

収
に
つ
い
て
は
後
述
）
の
効
果
に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
資
金
調
達
力
が
低
下
し
、
作
戦
遂
行
に
必
要
な
資
金
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が
不
足
し
て
き
た
。

こ
の
資
金
調
達
力
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
を
窺
わ
せ
る
い
く

つ
か
の
動
き
が
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
の
は
じ
め
に
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
第
九
回

ゲ
リ
ラ
会
議
を
一
九
九
三
年
以
来
一
四
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
（
し
か
し
多

く
の
幹
部
は
実
際
に
そ
の
会
議
に
出
席
で
き
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
参

加
し
た
模
様
）
が
、重
要
な
議
題
の
ひ
と
つ
が
資
金
調
達
力
の
回
復
で
あ
っ

た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
三
月
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
護
衛
兵
士
三
人

が
最
高
幹
部
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
通
称
イ
バ
ン
・
リ
オ
ス
を
殺
害
し
た

と
し
て
カ
ル
ダ
ス
県
マ
ニ
サ
レ
ス
の
政
府
軍
部
隊
に
遺
体
か
ら
切
断
し
た

片
腕
を
持
参
し
て
出
頭
し
、
政
府
が
提
示
し
て
い
た
五
〇
〇
万
ド
ル
の
報

奨
金
を
要
求
し
た
。
こ
の
と
き
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
兵
士
は
、
部
隊
に
は
食
糧
も

十
分
に
供
給
さ
れ
て
い
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
資
金
不
足
に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｒ

Ｃ
内
部
の
規
律
の
乱
れ
が
窺
わ
れ
る
事
件
で
あ
る
。

表
13
は
、
検
挙
、
死
亡
、
投
降
に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
離
脱
者
の

推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
表
７
の
兵
士
数
の
推
移
と
対
照

表13　FARC構成員の減少要因の推移

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 合計
検挙 3,086 6,056 5,142 4,221 4,010 2,840 2,164 1,889 29,408

死亡 1,352 1,573 1,573 1,487 1,789 1,802 1,010 531 10,117

投降 1,022 1,376 1,300 1,135 1,558 2,480 3,027 2,128 15,026

合計 5,460 9,005 8,015 6,843 7,357 7,122 6,201 4,548 54,551

出所：国防省、前掲資料
（注）2002年から2004年までの検挙と死亡数は、ELNを含む数字を基に比例計算で
推計
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し
て
見
る
と
、
例
え
ば
、
二
〇
〇
四
年
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
兵
士
の
う
ち
一
年
に
三
分
の
二
の
兵
士
が
離
脱
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
毎
年
相
当
多
数
の
若
者
が
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
て
い
る
計
算
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

二
〇
〇
九
年
の
現
有
兵
士
の
ほ
と
ん
ど
大
多
数
が
訓
練
度
の
低
い
兵
士
で
あ
る
と
い
う
姿
が
浮
び
上
が
っ

て
く
る
。

（
４
）
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
国
際
問
題

こ
の
よ
う
な
政
府
軍
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
へ
の
攻
勢
に
対
し
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
国
内
の
前
線
基
地
を
守
る
た
め
に

二
〇
〇
二
年
以
降
地
雷
の
埋
設
（
詳
細
は
後
述
）
を
増
や
し
始
め
る
と
と
も
に
、
前
線
基
地
を
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
、
エ
ク
ア
ド
ル
と
の
国
境
外
に
移
し
た
。
そ
の
よ
う
な
事
例
の
ひ
と
つ
が
、
二
〇
〇
八
年
三
月
一
日
の

深
夜
に
政
府
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
通
称
ラ
ウ
ル
・
レ
ジ
ェ
ス
へ
の
攻
撃
で
あ
る
。
ラ
ウ
ル
・
レ
ジ
ェ
ス

は
最
高
指
令
官
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ル
ラ
ン
ダ
の
娘
婿
で
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
組
織
内
で
ナ
ン
バ
ー
２
の
地
位
を

占
め
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
外
交
担
当（
注
）兼

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

（
注
）
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
政
権
時
代
の
一
九
九
八
年
一
二
月
、
ラ
ウ
ル
・
レ
ジ
ェ
ス
は
コ
ス
タ
リ
カ
で
米
国
国
務

省
の
代
表
で
あ
る
フ
ィ
ル
・
チ
コ
ラ
と
秘
密
裏
に
会
っ
て
、
和
平
協
議
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
進
め
た
が
、
翌
年
二
月
に
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
三
人
の
米
国
人
先
住
民
人
権
運
動
家
を
誘
拐
し
そ
の
後
殺



187

第3章　ゲリラ戦争と麻薬戦争

害
し
た
た
め
、
こ
の
ル
ー
ト
は
断
絶
し
た
。

ラ
ウ
ル
・
レ
ジ
ェ
ス
と
兵
士
一
六
人
は
南
部
プ
ト
マ
ー
ジ
ョ
県
と
国
境
を
接
す
る
エ
ク
ア
ド
ル
領
内
の

国
境
か
ら
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
に
設
け
た
基
地
に
潜
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
空
軍
の
空
爆（
注
１
）に

よ
り
全
員
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
後
政
府
軍
と
警
察
が
空
爆
し
た
基
地
に
侵
入
し
、

ラ
ウ
ル 
・ 
レ
ジ
ェ
ス
お
よ
び
兵
士
の
遺
体
と
、基
地
に
無
傷
で
残
さ
れ
た
三
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
押
収
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
お
よ
び
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
外
交
関
係
断
絶
に
発
展
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
押
収
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
べ
ス
大
統
領
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
へ
の

資
金
援
助
の
証
拠
や
エ
ク
ア
ド
ル
の
閣
僚
と
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
交
信
記
録
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
主
た

る
原
因（
注
２
）で

あ
る
。

（
注
１
）
エ
ク
ア
ド
ル
政
府
は
、
こ
の
空
爆
が
深
夜
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
基
地
に
対
し
て
行
わ
れ
、
宿
泊

施
設
の
み
完
全
に
破
壊
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
は
無
傷
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
空
軍
の
能
力
を

超
え
る
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
攻
撃
で
あ
り
、
エ
ク
ア
ド
ル
が
米
軍
に
供
与
し
て
い
る
マ
ン
タ
基
地
に
駐
在
す

る
米
軍
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
九
年
に
期
限
が
切
れ
る
マ
ン
タ
基
地

の
米
軍
へ
の
供
与
の
継
続
を
拒
否
し
た
。

（
注
２
）
外
交
関
係
断
絶
の
理
由
と
し
て
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
お
よ
び
エ
ク
ア
ド
ル
政
府
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
空
軍
が
事
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前
の
許
可
な
く
エ
ク
ア
ド
ル
領
域
内
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
基
地
を
攻
撃
し
た
こ
と
、
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
兵
士
の

遺
体
捜
索
の
た
め
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
軍
が
エ
ク
ア
ド
ル
領
土
内
に
無
断
で
侵
入
し
た
こ
と
が
国
際
法
に

反
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
コ
レ
ア
大
統
領
は
、
攻
撃
直
後
の
ウ
リ
ベ
大
統
領
か
ら
の
電
話
に
対
し
て
直

ち
に
非
難
を
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
チ
ャ
べ
ス
大
統
領
が
自
国
の
領
土
が
侵
犯
さ
れ
た
訳
で
も
な
い

の
に
先
に
外
交
関
係
断
絶
を
主
張
し
、
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
エ
ク
ア
ド
ル
も
外
交
関
係
断
絶
を
発

表
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
チ
ャ
べ
ス
大
統
領
の
就
任
前
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
国
内
に
侵
入
し
た
Ｆ
Ａ
Ｒ

Ｃ
を
追
跡
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
境
内
に
入
る
こ
と
を
正
当
な
行
為
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
に
要
求
し
た

こ
と
が
あ
り
、
論
理
的
に
矛
盾
す
る
主
張
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
お
そ
ら
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
中
味
が
流

出
す
る
の
を
牽
制
す
る
意
図
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
事
例
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
は
米
州
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
に
対
し
て
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
政
府
が
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
同
国
領
土
内
に
常
設
基
地
を
設
立
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
し
て
証

拠
と
と
も
に
訴
え
た（
注
）。
こ
れ
に
対
し
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
、
再
び
外
交
関
係
の
断
絶
と
い
う
手
段
で
応
じ
た
。

（
注
）
筆
者
は
、
こ
の
Ｏ
Ａ
Ｓ
提
訴
の
直
後
、
シ
ル
バ
国
防
大
臣
に
夕
食
に
招
か
れ
た
機
会
に
、
ウ
リ
ベ
政
権
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が
残
り
二
カ
月
と
な
っ
た
こ
の
時
期
に
、
ど
う
し
て
周
知
の
事
実
で
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
領

内
の
基
地
の
件
を
持
ち
出
し
た
の
か
と
た
ず
ね
て
み
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
大
臣
は
、「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と

の
国
境
は
川
で
あ
り
、
自
由
に
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
出
撃
し
て

政
府
軍
の
施
設
な
ど
を
攻
撃
し
、
迅
速
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
領
内
に
退
却
す
る
と
い
う
作
戦
を
用
い
て
お
り
、

こ
れ
が
放
置
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
に
証
拠
を
提
示
し
て
訴
え
た
。
そ
の
効
果

と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
常
設
の
基
地
を
撤
去
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
移
動
を
始
め
た
の
で
、
十
分
に
所
期

の
目
的
を
果
た
し
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
政
府
軍
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
能
力
の
向
上
を
示
す
出
来
事
と
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二

日
に
実
施
さ
れ
た
「
王
手
作
戦
（operación jaque

）」
に
よ
る
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び

三
人
の
米
国
人
を
含
む
合
計
一
五
人
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
人
質
救
出
の
成
功
が
あ
る
。
こ
の
作
戦
は
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
通
信
網
（
短
波
を
使
用
）
に
政
府
軍
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
関
が
侵
入
し
、
暗
号
な
ど
を
解
読
し
て

軍
事
戦
略
担
当
幹
部
モ
ノ
・
ホ
ホ
イ
の
命
令
を
捏
造
し
、
一
五
人
の
人
質
を
最
高
指
令
官
の
ア
ル
フ
ォ
ン

ソ
・
カ
ノ
に
会
わ
せ
る
た
め
に
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
せ
る
と
い
う
筋
書
き
で
救
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
国
防
大
臣
で
あ
っ
た
フ
ァ
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・
サ
ン
ト
ス
・
カ
ル
デ
ロ
ン
（Juan 

M
anuel Santos C

alderón 

現
大
統
領
）
は
、
二
〇
〇
六
年
七
月
に
大
臣
就
任
後
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
能
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力
の
強
化
の
重
要
性
を
認
識
し
て
、
米
軍
に
よ
る
指
導
・
支
援
の
他
、
英
国
情
報
局
秘
密
情
報
部
（
Ｍ
─６
）

や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
モ
サ
ッ
ド
（M

ossad

）
の
旧
幹
部
職
員
が
設
立
し
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
会
社
の
支

援
を
要
請
し
、
体
制
を
強
化
し
た
と
さ
れ
る
（Torres, p.76

）。
こ
の
作
戦
が
、
政
府
軍
お
よ
び
人
質
に

一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
ず
完
璧
に
遂
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
先
の
ラ
ウ
ル
・
レ
ジ
ェ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
の
押
収

と
あ
わ
せ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
秘
密
の
通
信
手
段
を
完
全
に
失
い
、
指
揮
命
令
系
統
が
十
全
に
機
能
し
な
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
出
来
事
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
南
部
の
メ
タ

県
ラ
・
マ
カ
レ
ナ
と
カ
ケ
タ
県
サ
ン
・
ビ
セ
ン
テ
・
デ
・
カ
グ
ア
ン
の
間
の
地
域
で
、
政
府
軍
と
警
察
情

報
機
関
の
共
同
軍
事
作
戦
に
よ
っ
て
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
ナ
ン
バ
ー
２
で
軍
事
作
戦
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
通
称

モ
ノ 

・ 

ホ
ホ
イ
が
戦
死
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
サ
ン
ト
ス
大
統
領
は
、「
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
恐
怖
の
象
徴
が
死
亡
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
歴
史
上
最
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
ラ
ウ

ル
・
レ
ジ
ェ
ス
の
死
よ
り
打
撃
が
大
き
い
。
モ
ノ
・
ホ
ホ
イ
は
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
恐
怖
を
代
表
し
て
い
た
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
ラ
ウ
ル
・
レ
ジ
ェ
ス
攻
撃
時
の
国
防
大
臣
で
あ
っ
た
の
も
、
サ
ン
ト
ス

現
大
統
領
で
あ
る
。

表
14
は
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
書
記
局
（Secretariado 

筆
者
注
、
共
産
党
の
影
響
で
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こ
の
名
前
が
使
わ
れ
た
）
の
メ
ン
バ
ー
の
動

向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
七
人
の
最

高
幹
部
の
う
ち
現
在
（
二
〇
一
一
年
二
月
）

生
存
し
て
い
る
も
の
は
三
人
の
み
で
あ
る
。

表14　2002年の書記局メンバーの動向
（）内は通称

名前 2002年当時 現在
Pedro Antonio Marin

(Manuel Marulanda Vélez ま
たはTirofijo)

最高司令官 2008年3月死亡

Guillermo León Saeuz

(Alfonso Cano)

中央統合コマンド部隊、
西部ブロック担当

最高司令官

Edgar Devia Silva

(Raúl Reyes)

南部ブロック担当
（外交担当）

2008年3月政府軍の攻撃
で死亡

Rodrigo Londoño Echeverri

(Timochenko)

マクダレナ・メデオブロッ
ク担当

Luciano Marin Arango

(Joán Marquaz)

カリブ方面ブロック担当
ホセ・マリア・コルドバブロッ
ク担当

Julio Súarez

(Mono Jojoy)

東部ブロック担当
（軍事作戦担当）

2010年9月政府軍の攻撃
で死亡

Manuel Muñoz

(Ivan Ríos)

北西部ブロック担当 2008年3月部下に報奨金
目的で殺され死亡

出所：Pécaut, p.186の資料に筆者が追加作成
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六　

コ
カ
イ
ン
の
生
産
構
造
と
コ
カ
イ
ン
対
策

（
１
）
コ
カ
イ
ン
の
生
産
構
造

コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
は
、米
国
政
府
の
協
力
を
得
な
が
ら
四
〇
年
近
く
麻
薬
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
期
待
し
た
効
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
と
一
般
に
は
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
主
と
し
て
麻
薬
を
取
引
す
る
密
売
カ
ル
テ
ル
や
そ
れ
を
資
金
源
と
す
る
ゲ
リ
ラ
お
よ
び

パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
に
焦
点
を
当
て
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
と
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
と
の
関
係
を
説
明
し
て
き
た
。

『
麻
薬
と
紛
争
』（
ア
ラ
ン 
・ 
ラ
ブ
ル
ー
ス
と
ミ
ッ
シ
ェ
ル 

・ 

ク
ト
ゥ
ジ
ス
の
共
著
）
で
は
、
麻
薬
と
紛
争
の

関
係
は
、
人
間
に
よ
る
「
意
識
状
態
が
変
わ
る
物
質｣

の
使
用
と
同
じ
く
ら
い
古
く
か
ら
存
在
す
る
と
述

べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
紛
争
に
参
加
す
る
人
間
に
勇
気
を
与
え
、
恐
怖
心
を
緩
和
す
る
も
の
と

し
て
麻
薬
が
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。例
え
ば
ギ
リ
シ
ア
の
叙
事
詩『
イ
リ
ア
ス
』の
な
か
に
、モ
ル
フ
ェ

ウ
ス
戦
士
た
ち
に
ケ
シ
の
茎
と
莢
で
触
れ
な
が
ら
心
地
よ
い
眠
り
を
授
け
た
と
い
う
叙
述
が
あ
る
。ま
た
、

我
が
国
で
も
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ヒ
ロ
ポ
ン
が
兵
隊
に
与
え
ら
れ
た
。
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他
方
、
麻
薬
取
引
の
特
徴
と
し
て
、
一
般
に
生
産
、
加
工
、
流
通
の
各
段
階
で
利
益
が
飛
躍
的
に
拡
大

し
て
い
き
、
生
産
者
か
ら
末
端
の
消
費
者
に
渡
る
ま
で
に
価
格
が
一
五
〇
〇
倍
か
ら
二
五
〇
〇
倍
に
な
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
麻
薬
の
利
益
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
起
き
る
、
い
わ
ば
ア
フ
リ
カ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
に
相
当
す
る
よ
う
な
面
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
後
者
の
問
題
意
識
か
ら
、
コ
カ
の
葉
の
生
産
か
ら
コ
カ
イ
ン
の
末
端
市
場
売
買
ま
で
の
構
造
を
調

べ
た
い
と
思
い
文
献
を
探
し
て
み
た
が
、
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
資
料
は
残
念
な
が
ら
見
当
ら
な
か
っ

た
。
た
だ
、
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

統
領
府
の
社
会
行
動
・
国
際
協
力
庁
が
共
同
で
二
〇
〇
七
年
下
期
か
ら
二
〇
〇
八
年
上
期
に
か
け
て
実
施

し
た
コ
カ
の
葉
お
よ
び
コ
カ
ペ
ー
ス
ト
の
生
産
費
調
査
報
告
（E

structura econom
ica de las unidades 

productoras agropecuarias en zonas de influencia de cultivos de coca, 2008

）
が
こ
の
種
の
調
査
と

し
て
は
は
じ
め
て
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
参
考
と
し
て
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
調
査
は
、

コ
カ
の
葉
栽
培
の
生
産
性
に
地
域
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ボ
リ
ー
バ
ル
南
部
地
域
（
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
県
、

コ
ル
ド
バ
県
、
ボ
リ
ー
バ
ル
県
、
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
県
、
ボ
ヤ
カ
県
お
よ
び
ク
ン
デ
ィ
ナ
マ
ル
カ
県
）
と
北
東

部
地
域
（
ノ
ル
テ
・
デ
・
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
県
、
ア
ラ
ウ
カ
県
お
よ
び
マ
グ
ダ
レ
ナ
県
）
の
二
地
域
に
つ
い
て

実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
二
〇
〇
七
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
ボ
リ
ー
バ
ル
南
部
地
域
の
コ
カ
栽
培
面
積
は
全
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体
の
一
九・二
％
、
北
東
部
地
域
は
四・三
％
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
主
要
生
産
地

域
で
は
な
い
が
、コ
カ
栽
培
の
約
六
〇
％
を
占
め
る
南
部
地
域（
ナ
リ
ー
ニ
ョ
県
、

プ
ト
マ
ー
ジ
ョ
県
、
メ
タ
県
、
カ
ケ
タ
県
お
よ
び
ビ
チ
ャ
ー
ダ
県
）
は
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
影
響
力
の
強
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

土
地
の
利
用
形
態
を
見
る
と
、
ボ
リ
ー
バ
ル
南
部
地
域
で
は
、
牧
草
地

三
七・四
％
、
潅
木
雑
草
地
三
一・三
％
、
林
地
一
六・八
％
、
農
業
用
地
八・一
％
、

コ
カ
栽
培
地
一・五
％
、
そ
の
他
四・九
％
で
あ
り
、
北
東
部
地
域
で
は
、
牧
草

地
四
六・五
％
、
潅
木
雑
草
地
二
二・六
％
、
林
地
二
二・八
％
、
農
業
用
地
五
・

六
％
、
コ
カ
栽
培
地
一・一
％
、
そ
の
他
一・四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
耕
作
可
能
地
の
一
〇
％
強
し
か
農
業
生
産
に
利
用
さ
れ
て

お
ら
ず
、
牧
草
地
な
ど
の
低
利
用
の
割
合
が
高
い
の
で
、
容
易
に
コ
カ
の
栽
培

に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
15
お
よ
び
表
16
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
コ
カ
の
葉
と
コ

カ
ペ
ー
ス
ト
の
収
益
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ボ
リ
ー
バ
ル
南
部
地
域
の

表15　コカの葉栽培の収益性
（1ha当たり　単位：ドル）

地域
売上 費用

収益収量
/kg

単価
/kg

粗収入 人件費
肥料・
農薬

輸送

ボリーバル南部 5,700 0.70 4,104 834 612 30 2,628

北東部 4,200 0.95 4,000 1,292 1,283 101 1,320

出所：UNODC/Accion Social, 前掲資料, p.70



195

第3章　ゲリラ戦争と麻薬戦争

方
が
収
量
の
生
産
性
が
高
く
、
コ
カ
の
葉
の
収
益
性
は
二
倍
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
同
報
告
は
、
コ
カ
栽
培
農
家
の
年
間
平
均
所
得

は
一
戸
当
た
り
四
七
〇
三
ド
ル
、
一
人
当
た
り
一
二
四
八
ド
ル
で
あ
る
と
推
計

し
て
い
る
。

こ
れ
を
現
在
政
府
が
コ
カ
栽
培
か
ら
の
転
換
作
物
と
し
て
奨
励
し
て
い
る
他

作
物
の
一
人
当
た
り
年
間
所
得
と
比
較
す
る
と
、パ
ー
ム
ヤ
シ
二
五
〇
〇
ド
ル
、

カ
カ
オ
一
九
〇
〇
ド
ル
、
ゴ
ム
二
〇
〇
〇
ド
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
約
一
一
二
五
ド
ル（
注
）

で
あ
り
、
コ
カ
の
栽
培
が
と
く
に
収
益
性
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。

（
注
）
全
国
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
連
盟
が
二
〇
〇
九
年
の
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
費
調

査
と
し
て
発
表
し
て
い
る
数
字
を
使
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
売
上
三
七
五
〇
ド
ル
、
費
用
三
二
五
〇
ド
ル
で
収
益

は
約
五
〇
〇
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
費
用
に
は
家
族
労
賃
が
含

ま
れ
る
の
で
所
得
ベ
ー
ス
で
は
約
三
〇
〇
〇
ド
ル
と
な
る
。
コ
ー
ヒ
ー

生
産
農
家
の
平
均
栽
培
面
積
は
一・五
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー

生
産
農
家
の
年
間
所
得
は
約
四
五
〇
〇
ド
ル
、
平
均
就
労
家
族
構
成
を

表16　コカペースト製造の収益性
（1ha当たり　単位：ドル）

地域
売上 費用

収益収量
/g

単価
/g

粗収入
過マンガン酸カリ、
アンモニアなど

ボリーバル南部 9,576 0.87 8,287 3,842 4,445

北東部 7,056 1.05 7,405 3,658 3,747

出所：UNODC/Accion Social, 前掲資料, p.68, 69
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四
人
と
し
て
、
一
人
当
た
り
所
得
は
一
一
二
五
ド
ル
と
な
る
。

こ
の
コ
カ
栽
培
農
家
の
平
均
一
人
当
た
り
年
間
所
得
一
二
四
八
ド
ル
と
い
う
水
準
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
六
二
二
一
ド
ル
（
二
〇
一
〇
年
）、
最
低
賃
金
水
準
年
額
約
三
〇
〇
〇
ド
ル
（
月
額

二
五
〇
ド
ル
×
一
二
カ
月
＋
一
カ
月
分
ボ
ー
ナ
ス
）
と
比
較
し
て
も
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
次
に
何
故
コ
カ
生
産
農
家
は
違
法
作
物
の
生
産
と
い
う
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
収
益
性
の
あ

ま
り
高
く
な
い
コ
カ
の
栽
培
を
継
続
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
同
調
査
報
告
は
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

第
一
に
、
コ
カ
栽
培
地
域
に
お
い
て
は
、
コ
カ
の
栽
培
と
合
法
農
作
物
の
生
産
と
が
共
存
す
る
社
会
組

織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
コ
カ
栽
培
に
要
す
る
費
用
構
造
を
見
る
と
、人
件
費
割
合
が
約
半
分
を
占
め
る
。

コ
カ
栽
培
の
作
業
は
、
農
村
集
落
の
他
の
農
家
の
労
働
（
収
穫
作
業
、
播
種
、
整
地
な
ど
）
に
依
存
す
る

こ
と
か
ら
、
集
落
単
位
で
合
法
農
作
物
と
コ
カ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
選
好
さ
れ
る
。
と
く
に
、
コ
カ

栽
培
地
域
の
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
小
規
模
農
家
の
収
入
構
造
を
見
る
と
、
非
コ
カ
栽
培
農
家
の
非
農
業

所
得
割
合
が
高
く
（
ボ
リ
ー
バ
ル
南
部
地
域
で
六
五
％
、
北
東
部
地
域
で
五
三
％
）、
そ
の
大
部
分
が
コ
カ
栽

培
の
日
雇
労
働
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
は
、
コ
カ
栽
培
地
域
は
農
業
入
植
の
過
程
で
非
合
法
武
装
組
織
の
影
響
下
で
開
墾
が
行
な
わ
れ
た
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地
域
、
環
境
条
件
お
よ
び
社
会
秩
序
の
乱
れ
な
ど
の
要
因
が
存
在
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
昔
か
ら
の

農
業
地
域
で
ゲ
リ
ラ
組
織
が
支
配
力
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
コ
カ
の
栽
培
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
。

第
三
は
、
コ
カ
の
葉
の
販
売
に
つ
い
て
、
そ
の
価
格
と
生
産
物
の
全
量
買
い
取
り
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、

市
場
の
需
給
変
動
や
価
格
変
動
の
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
、
コ
カ
の
葉
を
コ
カ
ペ
ー

ス
ト
に
加
工
す
れ
ば
、
所
得
が
増
え
る
。
過
去
五
年
間
の
価
格
に
よ
れ
ば
、
コ
カ
の
葉
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

価
格
は
約
一
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
コ
カ
ペ
ー
ス
ト
へ
の
加
工
に
よ
り
収
益
は
ほ
ぼ
倍
増
す
る
こ
と
と

な
る
（
表
16
参
照
）。
と
く
に
こ
の
両
地
域
は
、
市
場
経
済
へ
組
み
込
ま
れ
る
割
合
が
低
く
、
換
金
作
物

と
し
て
は
、
バ
ナ
ナ
と
ユ
カ
芋
で
あ
る
が
、
コ
カ
の
栽
培
の
場
合
に
は
約
九
八
％
が
直
接
農
家
と
取
引
さ

れ
る
と
い
う
栽
培
農
家
に
と
っ
て
販
売
の
確
実
性
が
極
め
て
高
い
。

第
四
は
、
政
府
が
推
奨
す
る
転
換
作
物
は
、
い
ず
れ
も
種
播
き
ま
た
は
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
三
年

か
ら
六
年
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
必
要
で
あ
る
の
に
対
し
、
コ
カ
は
植
え
付
け
か
ら
八
カ
月
程
度
で
収
穫
が

始
ま
り
、
一
年
半
後
か
ら
通
常
の
収
穫
が
可
能
と
な
る
。
従
っ
て
、
コ
カ
の
栽
培
に
は
初
期
の
営
農
資
金

が
他
の
転
換
作
物
に
比
較
し
て
少
な
く
て
済
む
と
い
う
手
軽
さ
が
あ
る（
注
）。

（
注
）
千
代
勇
一
（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
レ
ポ
ー
トVol. 25

「
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
違
法
コ
カ
栽
培
と
政
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府
の
対
策
」）
は
、
コ
カ
栽
培
地

域
あ
る
い
は
コ
カ
栽
培
に
関
与
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
に
居
住
す

る
農
民
を
対
象
と
し
、
森
林
保
護

と
コ
カ
の
放
棄
を
条
件
に
一
定
期

間
の
生
活
補
助
金
を
支
給
す
る
政

府
の
「
森
林
保
護
家
族
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
、
一
世
帯
当
た
り

三
年
間
に
一
〇
八
〇
万
ペ
ソ
（
約

六
〇
〇
〇
ド
ル
）
も
の
資
金
を
必

要
と
す
る
た
め
、
予
算
不
足
の
危

機
に
直
面
し
財
政
面
か
ら
転
換
が

進
ま
な
い
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。

図
10
は
、
ボ
リ
ビ
ア
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
お
よ
び

ペ
ル
ー
三
カ
国
の
コ
カ
イ
ン
生
産
量
の
推
移
と

そ
の
合
計
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

1200

1000

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

800

600

400

200
ボリビア

３カ国合計

コロンビア

ペルー

950

435

300
325 240

175 141 150 160
230 270 260 280

290 302

1131049480987960604370

150200215

350

435

690 695
617

580
550

680 680
630

450
410

660

875
825

925
879

827 800
859

1048 1020 1034 1024

865

トン

年
出所：UNODC, Monitoreo de Cultivos de Coca,  2009

（注）2004年から調査方法が変更されたため、2003年以前の数字と連続性がない。

図10　世界のコカイン生産量の推移
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お
、
二
〇
〇
四
年
調
査
か
ら
推
計
方
法
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
二
〇
〇
三
年
以
前
の
数
値
と
連
続
性
が
な

い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
コ
カ
イ
ン
の
生
産
量
の
推
移
と
図
９
の
コ
カ
栽
培
面
積
の
推
移
（
一
六
三
頁
）
と
を
見
比
べ
る
と
、

ボ
リ
ビ
ア
と
ペ
ル
ー
に
つ
い
て
は
栽
培
面
積
と
生
産
量
と
の
関
係
が
概
ね
比
例
的
に
対
応
し
て
い
る
の

に
対
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
つ
い
て
は
、
コ
カ
の
栽
培
面
積
が
二
〇
〇
〇
年
の
一
六
万
三
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
六
万
八
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
約
六
割
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
生
産
量
は

六
九
五
ト
ン
か
ら
四
一
〇
ト
ン
と
約
四
割
し
か
減
少
し
て
い
な
い
。

Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
は
、
二
〇
〇
九
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
コ
カ
の
葉
の
栽
培
面
積
は
最
大
で
あ
っ
た
が
、
コ
カ

の
葉
の
生
産
量
で
は
ペ
ル
ー
が
前
年
比
六・八
％
増
加
し
て
最
大
と
な
っ
た
と
い
う
報
告
書
を
提
出
し
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
い
て
、
近
年
コ
カ
の
抜
根
面
積
が
拡
大
（
後
述
の
図
11
参
照
）
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

コ
カ
の
収
量
が
通
常
の
収
量
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
生
産
量
が
伸
び
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
コ
カ
イ
ン
生
産
量
が
面
積
減
と
比
例
し
て
減
ら
な
い
現
象
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
発
表

さ
れ
た
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
研
究
開
発
財
団
（F

edesarrollo

）
と
ロ
ス
・
ア
ン
デ
ス
大
学
の

共
同
研
究
に
お
け
る
ダ
ニ
エ
ル
・
メ
ヒ
ア
教
授
の
分
析
（La guerra contra la producción y tráfico de 
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drogas, 2009

）
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
い
て
は
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
の
コ
カ
イ
ン
の
生
産
性
が
上
昇
し
て
い
る
と
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
〇
年
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の

平
均
的
コ
カ
イ
ン
生
産
量
が
四・七
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
も

の
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は
七・四
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
約
六
〇
％
増

加
し
て
い
る
（
図
11
参
照
）。
そ
の
理
由
と
し
て
、
よ
り
収
量

の
高
い
コ
カ
の
品
種
へ
の
転
換
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
コ
カ

の
植
栽
株
数
の
増
加
、
先
進
的
栽
培
技
術
、
肥
料
お
よ
び
薬
剤

の
適
切
な
使
用
、
政
府
が
実
施
し
て
い
る
除
草
剤
散
布
の
影
響

を
防
ぐ
た
め
の
糖
蜜
の
事
前
散
布
技
術
の
開
発
な
ら
び
に
、
コ

カ
イ
ン
精
製
技
術
の
向
上
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
米
国
司
法
省
の
発
表
資
料
に
よ
れ
ば
、
米
国
で
流

通
し
て
い
る
コ
カ
イ
ン
の
純
度
が
、
従
来
の
六
七
％
か
ら

二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
は
、四
四
％
に
低
下
し
た
と
さ
れ
る（
エ

ル
・
テ
ィ
エ
ン
ポ
紙
二
〇
〇
九
年
四
月
一
九
日
記
事
）。

9
9
8
7
6
5
4
3
2

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

kg/ha

年

出所：UNODC, 前掲資料

図11　コカインの生産性の推移
（単位：ヘクタール当たり、kg）
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こ
の
二
つ
の
要
因
を
総
合
す
れ
ば
、
コ
カ
の
栽

培
面
積
の
減
少
に
比
例
し
て
コ
カ
イ
ン
の
生
産
量

が
減
少
し
て
い
な
い
理
由
が
解
明
で
き
る
。

（
２
）
コ
カ
イ
ン
対
策

次
に
、
コ
カ
栽
培
面
積
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に

コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
が
米
国
政
府
の
援
助
を
受
け
な

が
ら
実
施
し
て
き
た
施
策
の
効
果
に
つ
い
て
検
証

し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

前
述
の
と
お
り
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
、
二
〇
〇
〇
年

に
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
主
と
し

て
麻
薬
撲
滅
を
目
的
と
し
た
「
プ
ラ
ン
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
」
に
よ
る
米
国
の
強
力
な
支
援
（
毎
年
平
均

七
億
ド
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一・五
％
に
相

当
）
の
も
と
に
、
ま
ず
政
府
軍
の
装
備
の
近
代
化

150

200

100

50

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

コカ栽培面積

抜根面積

除草剤散布面積

1000 ha

年

図12　コカの栽培面積とコカ対策面積の推移

出所：UNODC, 前掲資料, 2009, コロンビア麻薬取締局
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（
例
え
ば
、
攻
撃
型
ヘ
リ
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ク
の
供
与
）
を

図
り
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
保
護
に
よ
り
コ
カ
を
栽
培
し
て
い
る

地
域
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
排
除
す
る
作
戦
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ガ
ビ
リ
ア
大
統
領
時
代
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
始
め

た
コ
カ
に
対
す
る
除
草
剤
の
空
中
散
布
を
拡
大
し
、
ま
た

軍
隊
と
農
民
に
よ
る
コ
カ
の
抜
根
を
推
進
し
て
い
る
（
図

12
参
照
）。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
コ
カ
栽
培

面
積
は
容
易
に
は
根
絶
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
理

由
は
ゲ
リ
ラ
が
支
配
し
て
い
る
地
域
は
、
ゲ
リ
ラ
と
の
戦

闘
や
地
雷
の
埋
設（
注
）に

よ
り
人
的
被
害
が
多
く
発
生
す
る
た

め
除
草
剤
の
空
中
散
布
し
か
方
法
が
な
い
こ
と
や
、
コ
カ

の
栽
培
面
積
が
ど
ん
ど
ん
小
規
模
化
し
か
つ
広
大
な
森
林

の
な
か
で
木
を
伐
採
し
て
コ
カ
が
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
（
図
13
参
照
）。

（
注
）
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
い
て
、
地
雷
は
全
国

2000

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

0
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

0.820.85

1.13
1.301.24

1.40

1.85
2.05

ha

年

図13　コカ植え付け平均面積の推移

出所：UNODC/SIMCI, 2009
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一
一
一
〇
市
町
村
の
う
ち
六
四
％
の
市
町
村

で
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
リ
ラ

組
織
が
政
府
軍
や
警
察
の
治
安
組
織
に
対
抗

す
る
た
め
、
ま
た
、
麻
薬
栽
培
地
域
に
コ

カ
の
抜
根
部
隊
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
た
め
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
埋
設
を
開
始
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ゲ
リ
ラ
組
織
が
埋
設
し

た
地
雷
は
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
で
作
製

さ
れ
た
手
作
り
の
も
の
が
多
く
、
金
属
探
知

機
に
よ
る
発
見
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
雷
に
よ
る
被
害
者

が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
か
ら

二
〇
〇
七
年
ま
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
地
雷
被

害
者
数
が
世
界
で
最
も
多
い
国
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
被
害

者
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
上
回
っ
た
。
被
害
者
の

19
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図14　地雷被害者の推移

出所：PAICMA
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約
三
分
の
二
は
軍
人
で
あ
る
が
、
農
民
な
ど
一
般
市
民
も
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
。
図
14
は
、
ウ
リ
ベ

政
権
以
降
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
勢
力
後
退
期
に
地
雷
被
害
が
増
加
し
て
い
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
は
、
コ
カ
の
作
付
け
が
自
然
森
林
を
破
壊
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
誇
る
生
物
多
様
性

の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
一
グ
ラ

ム
の
コ
カ
イ
ン
の
消
費
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

自
然
森
林
を
四
平
方
メ
ー
ト
ル
破
壊
す
る
」
と

訴
え
て
国
際
的
な
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
コ
カ
の
植
付
け
の
た
め
約

五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
破
壊
さ
れ
た
が
、

二
〇
〇
八
年
は
二・二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
し

た
。ま

た
、
コ
カ
対
策
と
し
て
、
生
産
さ
れ
た
コ

カ
の
葉
、
中
間
製
品
の
コ
カ
ペ
ー
ス
ト
お
よ
び

最
終
製
品
の
コ
カ
イ
ン
の
摘
発
、
押
収
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
最
近
押
収
量
も
増
加
し
つ
つ

表17　コカインなどの押収量の推移
（単位：kg）

　　　年
種類　　　

2002 2003 2004 2005

コカの葉 638,000 688,691 567,638 682,010

コカペースト 974 2,368 1,218 2,651

コカベース 22,615 27,103 37,046 106,491

コカイン 95,278 113,142 149,297 168,465

(参考)ヘロイン 775 629 763 745

マリファナ 76,998 108,942 151,163 150,795

　　　年
種類　　　

2006 2007 2008 2009

コカの葉 818,544 1,064,503 644,353 826,793

コカペースト 5,451 922 5,001 11,400

コカベース 42,708 33,882 49,663 41,634

コカイン 127,326 126,641 198,366 203,166

(参考)ヘロイン 442 537 646 728

マリファナ 93,745 142,684 245,685 206,811

出所：UNODC, 前掲資料, 2009



205

第3章　ゲリラ戦争と麻薬戦争

あ
る
（
表
17
参
照
）。

押
収
ル
ー
ト
を
見
る
と
、
概
ね
半
分
強
が
海
上
ル
ー
ト
で
、
う

ち
太
平
洋
岸
経
由
が
約
八
〇
％
、
大
西
洋
岸
経
由
が
約
二
〇
％
と

な
っ
て
い
る
。
海
上
ル
ー
ト
の
う
ち
、
海
上
で
の
押
収
が
五
〇
％

強
で
、
残
り
は
港
湾
施
設
に
お
け
る
押
収
で
あ
る
。

前
出
の
共
同
研
究
に
お
け
る
ダ
ニ
エ
ル
・
メ
ヒ
ア
教
授
に
よ
れ

ば
、
米
国
は
コ
カ
の
葉
生
産
の
根
絶
対
策
費
用
の
四
二
％
、
コ
カ

イ
ン
の
摘
発
、
押
収
対
策
の
費
用
の
六
七
％
を
負
担
し
て
い
る
が
、

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
カ
イ
ン
の
生
産
、
密
輸
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
限
界
費
用
で
比
較
す
る
と
、
生
産
対
策
に
要
す
る
限
界

費
用
は
一
六
万
二
八
〇
〇
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
密
輸
対
策

に
要
す
る
限
界
費
用
は
三
七
〇
〇
ド
ル
で
あ
る
。
両
国
政
府
は
こ

れ
ま
で
コ
カ
の
栽
培
の
根
絶
に
重
点
を
置
い
て
き
た
が
、
費
用
対

効
果
分
析
に
よ
れ
ば
コ
カ
イ
ン
精
製
所
や
コ
カ
イ
ン
の
密
輸
流
通

ル
ー
ト
を
摘
発
し
コ
カ
イ
ン
を
押
収
す
る
方
が
よ
り
有
効
で
あ
り
、

表18　コカイン製造所と輸送手段の摘発

年 コカイン製造所 航空機 船舶 半潜水艇
2002 1,373 31 339 N.A.

2003 1,472 13 261 N.A.

2004 1,908 19 398 N.A.

2005 1,964 2 195 2

2006 2,198 16 158 3

2007 3,046 20 396 8

2008 3,675 55 436 10

2009 3,005 210 459 20

出所：国防省, 麻薬対策局（PONAL）, 2009
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米
国
は
援
助
の
金
額
を
密
輸
対
策
に
振
り
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
は
、
コ

カ
イ
ン
生
産
量
の
約
半
分
が
押
収
さ
れ
た
計
算
に
な
り
、
密
輸
グ
ル
ー
プ
の
リ
ス
ク
が
著
し
く
高
ま
っ
た

（
表
18
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
コ
カ
イ
ン
の
生
産
の
減
少
傾
向
と
押
収
量
の
増
加
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
コ
カ
イ

ン
の
取
引
価
格
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
コ
カ
イ
ン
対
策
の
効
果
が
や
っ
と
出
始
め
て
い
る
と
い
え
そ
う
で

あ
る
（
表
19
参
照
）。

ま
た
、
米
国
司
法
省
の
発
表
資
料
に
よ
れ
ば
、
コ
カ
イ
ン
の
米
国
国
内
の
末
端
価
格
は
、
二
〇
〇
二

年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
一
グ
ラ
ム
当
た
り
八
〇
ド
ル
か
ら
一
〇
〇
ド
ル
で
推
移
し
て
い
た
が
、

二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
一
グ
ラ
ム
一
九
九・六
ド
ル
と
史
上
最
高
値
に
達
し
た
と
さ
れ
て
い
る（
エ
ル
・
テ
ィ

エ
ン
ポ
紙　

二
〇
〇
九
年
四
月
一
九
日
）。
一
般
に
コ
カ
イ
ン
の
よ
う
に
依
存
性
の
高
い
薬
物
の
需
要
の
価

格
弾
性
値（
注
）は
低
い
の
で
、
市
場
に
供
給
さ
れ
る
コ
カ
イ
ン
の
数
量
が
減
少
す
る
と
価
格
が
大
き
く
上
が
る

傾
向
が
あ
る
。
従
っ
て
、
末
端
価
格
が
約
二
倍
に
高
騰
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
米
国
国
内
へ
の
供
給
が
減

少
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
麻
薬
対
策
の
効
果
が
次
第
に
発
現
し
て
き
て
い
る
と
見

て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
注
）
前
出
の
共
同
研
究
に
お
け
る
ダ
ニ
エ
ル
・
メ
ヒ
ア
教
授
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
卸
売
段
階
に
お
け
る
需
要
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の
価
格
弾
性
値
は
、
マ

イ
ナ
ス
〇・
六
四
で
あ

り
、
こ
れ
は
一
般
の
経

験
則
と
整
合
的
で
あ

る
。

最
後
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
麻
薬
産

業
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
主
要

な
農
作
物
は
コ
カ
で
あ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
割
合
は
、
コ
カ
イ
ン
の
製

造
ま
で
含
め
て
五
か
ら
七
％
と
見
積

ら
れ
る
の
で
、コ
ー
ヒ
ー
の
一・五
％
、

海
外
か
ら
の
送
金
の
二・
五
％
と
比

べ
て
格
段
に
大
き
い
と
か
、「
コ
カ

イ
ン
密
輸
産
業
は
累
積
債
務
で
南
米

中
が
苦
し
ん
で
い
た
八
〇
年
代
を
通

表19　コカイン価格の推移

年 1000ペソ/kg ドル/kg コカイン生産量 コカイン押収量
1991 950 1,500 88 70

1992 1,020 1,500 91 31

1993 1,377 1,750 119 22

1994 1,488 1,800 201 28

1995 1,232 1,350 230 28

1996 1,764 1,700 300 27

1997 1,769 1,550 350 46

1998 2,101 1,472 435 78

1999 2,800 1,592 680 44

2000 3,100 1,485 695 87

2001 3,599 1,571 617 57

2002 4,389 1,532 580 95

2003 4,500 1,565 550 113

2004 4,600 1,713 680 149

2005 4,315 1,860 680 173

2006 4,155 1,762 660 127

2007 4,567 2,201 630 127

2008 4,580 2,348 450 198

2009 4,587 2,147 410 203

出所：UNODC, 前掲資料, 2009
（注）1999年以降のコカイン生産量はUNODCの直近の改定値を用いた。
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じ
て
、
む
し
ろ
裏
ル
ー
ト
に
よ
る
外
貨
の
流
入
と
い
う
形
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
や
ペ
ル
ー
の
国
家
経
済
に
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
な
受
け
と
め
方
さ
え
あ
っ
た
」（
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ

ス
著
『
誘
拐
』
の
訳
者
旦
啓
介
の
あ
と
が
き
、
角
川
春
樹
事
務
所
、
三
四
八
頁
）
と
い
う
コ
ロ
ン
ビ
ア
経
済
に
プ

ラ
ス
に
な
っ
た
面
を
指
摘
す
る
議
論
が
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
麻
薬
の
密
輸
で
得
ら
れ
た
資
金
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
経
済
発
展
の
た
め
あ
る
い
は
産
業
投
資
に

使
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
半
は
農
地
の
買
収
に
再
投
資
さ
れ
て
コ
カ
の
栽
培
を
増
や
し
た
り
、
オ

フ
シ
ョ
ア
の
資
金
と
し
て
滞
留
し
た
り
、
さ
ら
に
コ
カ
の
栽
培
が
森
林
破
壊
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
ま
た

最
も
問
題
な
の
は
ゲ
リ
ラ
組
織
や
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
資
金
源
と
な
っ
て
国
内
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
や
テ
ロ

活
動
を
継
続
さ
せ
る
原
因
と
な
り
社
会
不
安
を
惹
起
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
国
家
の
治
安

対
策
の
た
め
の
財
政
負
担
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
％
程
度
に
達
し
、
ま
た
民
間
部
門
に
お
い
て
も
安
全
対
策
の
た

め
の
経
費
負
担
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
か
ら
二
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
約
三
〇
〇
万
人
の
国

内
避
難
民
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
ら
社
会
弱
者
に
対
す
る
各
種
の
対
策
な
ど
に
要
す
る
財
政
負
担
は
相
当
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
総
合
す
る
と
、
経
済
的
観
点
か
ら
見
て
も
麻
薬
産
業

は
明
ら
か
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
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七　

ゲ
リ
ラ
戦
争
、
麻
薬
戦
争
の
勝
算
は
あ
る
か

ウ
リ
ベ
大
統
領
の
民
主
的
治
安
対
策
の
主
眼
が
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
対
策
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ウ

リ
ベ
政
権
は
和
平
の
条
件
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
側
が
武
装
放
棄
を
し
、
か
つ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
捕
わ
れ
て
い
る
政

府
軍
の
兵
士
お
よ
び
警
察
官
を
解
放
し
な
い
限
り
交
渉
に
応
じ
な
い
と
い
う
厳
し
い
姿
勢
を
維
持
し
て
き

た
。一

方
、
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
に
対
し
て
は
、
政
府
が
軍
、
警
察
を
強
化
し
て
地
方
の
治
安
を
守
る
と
約
束

し
た
上
で
即
時
停
戦
、
誘
拐
の
中
止
お
よ
び
麻
薬
密
売
関
係
の
断
絶
を
条
件
と
し
つ
つ
、
動
員
解
除
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。当
初
Ａ
Ｕ
Ｃ
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。し
か
し
、二
〇
〇
一
年
九
月
、

米
国
は
Ａ
Ｕ
Ｃ
を
国
際
的
テ
ロ
組
織
の
リ
ス
ト
に
載
せ
、
二
〇
〇
二
年
に
入
っ
て
Ｅ
Ｕ
と
カ
ナ
ダ
が
同
じ

く
テ
ロ
組
織
で
あ
る
と
決
定
し
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
九
月
、
米
国
は
Ａ
Ｕ
Ｃ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
カ

ル
ロ
ス
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
と
サ
ル
バ
ト
ー
レ
・
マ
ン
ク
ー
ソ
の
二
人
を
麻
薬
密
輸
の
罪
で
起
訴
し
米
国
へ

の
引
き
渡
し
を
要
求
す
る
な
ど
、
Ａ
Ｕ
Ｃ
に
対
す
る
国
際
的
な
圧
力
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
圧
力
の
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も
と
で
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
Ａ
Ｕ
Ｃ
は
ウ
リ
ベ
政
権
と
の
交
渉
に
入
る
要
件
で
あ
る
停
戦
を
一
方
的

に
宣
言
し
、
二
〇
〇
三
年
五
月
の
予
備
交
渉
を
経
て
七
月
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
Ａ
Ｕ
Ｃ
の
動
員
解
除
を

約
束
し
、政
府
と
正
式
の
交
渉
に
入
る
と
い
う
内
容
の
サ
ン
タ 

・ 

フ
ェ
・
デ
・
ラ
リ
ー
ト
合
意
に
署
名
し
た
。

政
府
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
、
動
員
解
除
と
引
き
換
え
に
、
過
去
の
犯
罪
を
正
直
に
告
白
し
、
犠
牲
者
に

対
す
る
補
償
を
約
束
し
た
場
合
に
は
、
八
年
以
上
の
禁
固
刑
を
科
さ
な
い
と
い
う
寛
大
な
処
罰
を
定
め
た

「
公
平 

・ 
和
平
法
」
を
制
定
し
、武
装
解
除
を
行
い
易
い
措
置
を
講
じ
た
。
こ
の
結
果
、二
〇
〇
六
年
三
月
、

政
府
は
三
万
二
〇
〇
〇
人
の
動
員
解
除
が
完
了
し
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
の
大
量
の
動
員
解
除
は
、
短

期
的
に
は
大
量
殺
人
な
ど
の
事
件
の
激
減
に
つ
な
が
り
、
民
主
的
治
安
対
策
の
目
に
見
え
る
成
果
と
な
っ

た（
注
）。
こ
れ
が
、
二
〇
〇
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
ウ
リ
ベ
再
選
の
圧
倒
的
勝
利
に
つ
な
が
っ
た
。

（
注
）
し
か
し
、
動
員
解
除
に
応
じ
た
元
パ
ラ
ミ
リ
タ
リ
ー
の
兵
士
の
な
か
か
ら
、
社
会
復
帰
が
困
難
で
再
び

麻
薬
や
犯
罪
と
関
係
を
持
つ
〝
ア
ギ
ラ
ス
・
ネ
グ
ラ
ス
〞（
黒
い
鷲
）
と
名
乗
る
新
興
犯
罪
組
織
に
加
入

す
る
者
が
出
て
お
り
、
新
た
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
ロ
ス
・
ア
ン
デ
ス
大
学
の
フ
ェ
リ
ペ
・
ボ
テ
ロ
助
教
授
と
ア
ル
レ
ー

ネ
・
テ
ィ
ッ
ク
ナ
ー
准
教
授
が
実
施
し
た
世
論
調
査
（C

olom
bia y el m

undo, 2008

）
に
よ
れ
ば
、
麻
薬

問
題
を
八
六
％
が
、
ゲ
リ
ラ
問
題
を
八
三
％
が
重
要
で
あ
る
と
答
え
て
お
り
、
ウ
リ
ベ
大
統
領
の
政
策



211

第3章　ゲリラ戦争と麻薬戦争

が
圧
倒
的
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
（B

otero and T
ickner, p.37

）。
ま
た
、
麻
薬
お
よ

び
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
い
に
お
い
て
米
国
の
支
援
を
得
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
七
二
％
が
賛
成
、
一
五
％
が

反
対
と
回
答
し
て
い
る
（p.84

）。
次
に
、
米
国
の
支
援
は
効
果
が
あ
っ
た
か
と
い
う
問
に
対
し
、
大
変

効
果
が
あ
っ
た
四
二
％
、
一
部
効
果
が
あ
っ
た
三
六
％
、
少
し
は
効
果
が
あ
っ
た
一
四
％
、
効
果
が
な
い

七
％
と
い
う
回
答
で
、
概
ね
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
（p.85

）。
さ
ら
に
、
麻
薬
犯
罪
者
を
米

国
に
引
き
渡
す
措
置
に
つ
い
て
は
、
賛
成
四
五
％
、
一
部
賛
成
二
七
％
、
反
対
一
七
％
で
あ
り
（p.86

）、

ゲ
リ
ラ
と
の
戦
い
に
お
い
て
米
国
か
ら
の
財
政
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
賛
成
七
〇
％
、
反
対

一
七
％
、
場
合
に
よ
る
一
二
％
で
あ
っ
た
（p.87

）。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
ウ
リ
ベ
政
権
の
民
主
的
治

安
対
策
が
効
果
を
発
揮
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
民
が
日
常
生
活
で
危
険
を
感
じ
ず
に
地
方
や
郊
外
に
旅
行
し

た
り
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
治
安
状
況
の
改
善
が
、
大
い
に
評
価
さ
れ
そ
れ
が
回
答
に
反

映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
発
足
当
初
は
農
地
改
革
と
政
治
改
革
と
い
う
政
策
目
標
を
掲
げ
て
国
民
の
期
待
を
集
め

た
が
、
武
力
闘
争
に
よ
る
政
権
奪
取
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
の
資
金
調
達
の
手
段
と
し
て
恐
喝
、
誘
拐
、

麻
薬
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
民
の
支
持
を
完
全
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
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エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ポ
サ
ー
ダ
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
知
識
人
や
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
は
、
キ
ュ
ー
バ
革
命

の
影
響
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
内
在
す
る
社
会
構
造
の
格
差
と
貧
困
を
解
決
す
る
た
め
、
暴
力
革
命
を
是
認

す
る
空
気
が
強
く
、
ゲ
リ
ラ
の
動
機
と
そ
の
行
動
を
支
持
ま
た
は
少
な
く
と
も
理
解
し
よ
う
と
い
う
傾
向

が
見
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（P

osada, p.228

）。
マ
ル
ク
ス
主
義
が
暴
力
革
命
を
鼓
舞
す
る
唯
一
の
理
論

的
根
拠
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
最
も
有
力
な
理
論
で
あ
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
学
界
に
大
き
な
影

響
力
を
持
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
お
よ
び
一
九
八
〇
年
代
に
ゲ
リ
ラ
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
自
由
主
義
、
民
主
主
義
の
危
機
に
対
し
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル

ケ
ス
の
政
治
姿
勢
が
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
持
っ
た
か
は
測
り
難
い
が
、
こ
の
著
名
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
人
に

最
も
読
ま
れ
て
い
る
知
識
人
が
、
カ
ス
ト
ロ
体
制
の
強
力
な
擁
護
者
で
あ
り
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
の
組
織
に
参
加
し

た
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
の
カ
ミ
ロ
・
ト
ー
レ
ス
と
は
大
学
時
代
か
ら
の
無
二
の
親
友
で
あ
り（
注
）、

コ
ロ
ン
ビ
ア

の
伝
統
で
あ
る
自
由
主
義
、
民
主
主
義
の
痛
烈
な
批
判
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
正
し
く
認
識
さ
れ
る
べ
き

事
実
で
あ
る
。

（
注
）
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、『
生
き
て
、
語
り
伝
え
る
』
の
な
か
で
、
彼
の
息
子
ロ
ド
リ
ー
ゴ
の
洗
礼
を

カ
ミ
ー
ロ
・
ト
ー
レ
ス
に
依
頼
し
た
と
き
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
（
三
八
二
頁
）。

「
ス
サ
ー
ナ
（
筆
者
注
、
代
母
）
が
赤
ん
坊
を
連
れ
て
く
る
と
、
代
父
は
懲
り
ず
に
挑
発
の
冗
談
を
口
に
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し
た
―
「
さ
あ
、
こ
の
子
は
偉
大
な
ゲ
リ
ラ
兵
士
に
な
っ
て
も
ら
お
う
な
」　

カ
ミ
ー
ロ
は
秘
蹟
の
道
具

立
て
を
用
意
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
口
調
で
反
撃
し
た
―　
「
そ
う
だ
な
、
た
だ
し
神
の
兵
士
に
な
っ

て
も
ら
う
」」

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ポ
サ
ー
ダ
は
、
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
が
、
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
に
よ
っ
て
原
型
を
形

成
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
共
和
制
の
制
度
的
枠
組
み
を
評
価
し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
そ
の
制
度
の
基
に

あ
る
自
由
主
義
的
性
格
を
称
え
た
こ
と
も
な
い
と
指
摘
（P

osada, p.228

）
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
九
九
二
年
一
一
月
、
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
を
代
表
と
す
る
約
五
〇
人
の
著
名
な
コ
ロ
ン

ビ
ア
知
識
人
が
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
な
ど
ゲ
リ
ラ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
す
る
前
述
の
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｂ
（
シ
モ
ン
ボ
リ
ー

バ
ル
ゲ
リ
ラ
調
整
グ
ル
ー
プ
）
に
対
し
て
公
開
書
簡
を
発
出
し
、「
諸
君
、
君
た
ち
の
戦
い
は
歴
史
に
逆
行

し
て
い
る
」
と
警
告
し
て
、
ゲ
リ
ラ
戦
争
に
公
然
と
距
離
を
置
く
立
場
を
表
明
し
た
。
書
簡
の
な
か
で
、

こ
の
戦
い
は
当
初
は
理
解
で
き
る
歴
史
的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
た
上
で
、
現
段
階
で
は
そ

の
戦
い
方
に
反
対
で
あ
る
と
明
確
に
断
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
国
の
知
識
人
の
ゲ
リ
ラ
に
対
す
る

歴
史
の
な
か
で
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
エ
ル
・
テ
ィ
エ
ン
ポ
紙
は
、
こ
の
書
簡
は
武
力
革
命
に
対

す
る
知
識
人
の
支
持
の
終
焉
を
示
す
も
の
だ
と
し
て
「
今
日
、
ゲ
リ
ラ
兵
士
た
ち
の
孤﹅

独﹅

は
測
り
知
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」（
傍
点
は
筆
者
）
と
社
説
に
書
い
た
（P

osada, p.245

）。
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こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
な
ど
非
合
法
武
装
ゲ
リ
ラ
は
、
国
民
の
支
持
を
失
い
、
知
識
人
の
支
持
も
失
い
、

政
府
か
ら
は
「
麻
薬
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
次
第
に
精
神
的
に
追
い
つ
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
政
府
に
通
信
手
段
を
完
全
に
捕
捉
さ
れ
、
作
戦
能
力
が
削
減
さ
れ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
有
力
な
指
導
者
を
失
い
、
武
装
組
織
と
し
て
の
統
率
も
取
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状

態
を
踏
ま
え
、
あ
る
政
府
軍
の
幹
部
は
筆
者
に
対
し
、
概
ね
四
〜
五
年
で
ゲ
リ
ラ
を
殲
滅
で
き
る
と
い
う

見
込
み
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
方
で
、
ゲ
リ
ラ
が
出
現
し
た
当
時
の
社
会
構
造
が
基
本
的
に

変
わ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ゲ
リ
ラ
か
ら
の
離
脱
者
が
出
て
も
直
ち
に
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
る

若
者
で
補
填
さ
れ
る
と
い
う
現
実
が
存
在
す
る
こ
と
も
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
現
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
麻
薬
密
輸
出
の
約
七
〇
％
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
取
り
扱
っ
て
い
る
と
い
う
現
実

を
踏
ま
え
れ
ば
、
サ
ン
ト
ス
新
政
権
が
ウ
リ
ベ
大
統
領
の
民
主
的
治
安
対
策
を
継
承
し
、
さ
ら
に
強
力
に

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
掃
討
作
戦
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
と
麻
薬
の
宿
痾
の
解

決
に
向
け
た
明
る
い
材
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
米
国
政
府
も
こ
の
新
政
権
を
強
力
に
支
援
し
て
い
る
。
米
国
の
麻
薬
対
策
は
伝
統
的
に
麻
薬
の

原
産
地
国
に
お
け
る
生
産
抑
制
に
重
点
を
置
き
、
プ
ラ
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
以
来
、
財
政
的
か
つ
軍
事
技
術

的
に
多
大
の
援
助
を
継
続
し
て
お
り
、
現
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
米
国
の
援
助
先
と
し
て
世
界
第
四
位
の
地
位



215

第3章　ゲリラ戦争と麻薬戦争

を
占
め
て
い
る（
注
）。

コ
ロ
ン
ビ
ア
国
民
も
、
前
述
の
世
論
調
査
の
結
果
の
と
お
り
、
こ
れ
を
肯
定
的
に
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

（
注
）
ラ
ッ
セ
ル
・
ク
ラ
ン
ド
ル
の
『D

riven by D
rugs

』（
二
〇
〇
八
）
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
に
対
す
る
外
交
の
ポ
イ
ン
ト
は
、"interm

estic"

な
要
素
（
筆
者
注
、"international"

と

"dom
estic"

の
合
成
語
）、
す
な
わ
ち
国
際
的
問
題
が
米
国
の
国
内
問
題
と
な
っ
て
い
る
要
素
が
強
い
ほ

ど
積
極
的
に
関
与
す
る
と
し
て
い
る
（C

randall, p.40

）。
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
要
素

と
し
て
、麻
薬
、テ
ロ
リ
ス
ト
、移
民
の
三
つ
が
あ
り
、米
国
の
関
心
は
極
め
て
高
い
。
そ
の
証
左
と
し
て
、

ボ
ゴ
タ
の
米
国
大
使
館
の
館
員
数
は
、
世
界
の
米
国
大
使
館
の
な
か
で
第
一
位
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。




